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19　『古頭付』から読み解く江戸初期以前の一噌流アシライ

『
古
頭
付
』か
ら
読
み
解
く
江
戸
初
期
以
前
の
一
噌
流
ア
シ
ラ
イ

高　

桑　

い
づ
み

は
じ
め
に

『
習
道
書1
』
に
挿
入
さ
れ
た
笛
役
者
名
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
観
阿
弥
時
代
の
囃
子
を
う
か
が
わ
せ
る
稀
少
な
一
節
で
あ
る
。
よ
く
知

ら
れ
た
話
で
は
あ
る
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
論
を
始
め
た
い
。

あ
る
時
、
神
事
申
楽
の
当
座
に
て
、
為
手
の
棟
梁
と
童
と
、
論
議
を
歌
ふ
時
、
そ
の
時
の
調
子
鸞
鏡
也
。
若
声
は
い
ま
だ
童
声
に
て
、

盤
式
が
か
り
に
上
り
て
行
く
。
為
手
の
声
は
鸞
鏡
な
り
。
そ
れ
に
数
々
の
論
議
を
謡
ふ
ほ
ど
に
、
両
人
の
調
子
不
同
に
し
て
、
無
興

に
な
る
べ
か
り
し
を
、
か
の
名
生
、
笛
の
調
子
を
ば
、
も
と
よ
り
の
鸞
鏡
に
吹
き
な
が
ら
、
若
声
の
方
を
ば
、
調
子
を
少
し
心
し
て
、

盤
渉
が
か
り
に
色
ど
り
、
為
手
の
方
を
ば
本
調
子
の
鸞
鏡
に
吹
き
て
、
た
が
ひ
の
音
曲
無
異
に
聞
え
て
、
当
座
も
面
白
か
り
き
。
…　

下
略

棟
梁
の
観
阿
弥
と
童
だ
っ
た
世
阿
弥
が
〈
少
将
の
能
〉
の
「
ロ
ン
ギ
」
を
謡
っ
た
折
、
二
人
の
調
子
が
微
妙
に
ズ
レ
た
。
し
か
し
名
生

が
謡
い
手
に
あ
わ
せ
て
調
子
を
調
整
し
な
が
ら
笛
を
奏
し
、
調
子
の
ズ
レ
を
観
客
に
も
共
演
し
た
役
者
に
も
気
づ
か
せ
な
か
っ
た
と
い
う

話
で
あ
る
。
掛
け
合
い
で
謡
う
間
中
、
謡
の
音
高
に
沿
わ
せ
て
吹
き
続
け
た
わ
け
だ
が
、
ズ
レ
て
い
な
け
れ
ば
奏
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
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の
だ
ろ
う
か
。
観
阿
弥
以
外
の
誰
も
不
審
に
思
わ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
通
常
で
も
吹
き
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
現
在
で
は
要
所
に
一
定
の

旋
律
型
を
吹
く
だ
け
で
、
吹
き
続
け
る
こ
と
は
な
い
。
い
つ
頃
か
ら
現
行
の
奏
法
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
解
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
が
、
国
立
能
楽
堂
が
二
〇
一
八（
平
成
三
〇
）年
十
月
に
入
手
し
た
一
噌
流
の
伝
書
の
中
に
、
現
行
と
は
異
な
る
笛
の
頭
付
が
残
さ
れ
て

い
た
。
頭
付
と
は
、
笛
が
能
一
曲
の
中
で
吹
奏
す
る
ア
シ
ラ
イ
の
旋
律
型
や
舞
、
登
場
楽
な
ど
の
名
称
を
、
吹
き
出
す
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る

詞
章
と
共
に
列
挙
し
た
伝
書
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
現
在
に
至
る
前
段
階
の
付
ケ
と
し
て
こ
の
頭
付
を
報
告
、
検
討
し
た
い
。

一
、
国
立
能
楽
堂
所
蔵
一
噌
流
伝
書
の
あ
ら
ま
し　

今
回
報
告
す
る
資
料
は
、
二
〇
一
九
年
に
国
立
能
楽
堂
で
行
わ
れ
た
企
画
展
「
囃
子
方
と
楽
器
」
に
「
一
噌
家
伝
来
笛
伝
書
類
」
と
し

て
展
観
さ
れ
た
。
カ
タ
ロ
グ
の
解
題
に
は
「
笛
方
一
噌
流
の
一
噌
八
郎
右
衛
門
家
に
伝
わ
っ
た
柳
行
李
一
つ
分
の
古
文
書
一
式
が
国
立
能

楽
堂
に
寄
贈
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
旧
蔵
者
は
八
郎
右
衛
門
家
の
後
継
者
で
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
寄
贈
後
ほ
ど
な
く
亡
く
な
ら
れ
、
伝
来
等

は
不
明
で
あ
る
。
八
郎
右
衛
門
家
は
、
一
噌
又
六
郎
家
三
世
一
噌
八
郎
右
衛
門
善
政（
宗
光
、
一
六
二
四
～
一
七
〇
三
）の
甥
、
八
郎
右
衛

門
善
久（
享
保
一
二（
一
七
二
七
）年
没　

享
年
七
八
歳
）に
始
ま
る
分
家
で
、
明
治
維
新
ま
で
津
藩
藤
堂
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
。
今

回
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
、
家
系
図
・
過
去
帳
・
門
人
帳
・
起
請
文
・
手
付
類
な
ど
約
七
十
点
か
ら
な
る
が
、
そ
の
大
半
は
笛
の
手
付
で
、

唱
歌
付
、
頭
付
、
指
付
等
が
含
ま
れ
る
。
ま
と
ま
っ
た
資
料
、
と
い
う
よ
り
は
明
治
以
後
、
散
逸
を
ま
ぬ
が
れ
た
残
欠
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
伝
書
類
に
つ
い
て
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
拠
点
共
同
研
究
「
一
噌
流
の
伝
承
研
究
─
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
と
国
立
能
楽

堂
蔵
一
噌
八
郎
右
衛
門
家
資
料
の
調
査
─
」（
研
究
代
表
森
田
都
紀
）の
調
査
が
続
い
て
い
る
。
八
郎
右
衛
門
家
に
は
頭
付
が
四
点
残
っ
て

お
り
、
共
同
研
究
で
は
そ
れ
ぞ
れ
『
イ
ロ
ハ
順
頭
付
』『
目
録
付
頭
付
』『
藍
色
表
紙
折
本
笛
頭
付
』『
茶
色
表
紙
折
本
笛
頭
付
』
と
仮
称

し
た
が
、
共
同
で
伝
書
を
読
み
進
め
る
う
ち2
、
そ
の
う
ち
の
『
目
録
付
頭
付
』（
以
下
『
古
頭
付
』
と
称
す
る
）が
古
態
を
残
し
て
い
る
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と
高
桑
が
気
づ
き
、
今
回
の
報
告
と
な
っ
た
。
一
部
の
唱
歌
付
に
つ
い
て
、
す
で
に
森
田
都
紀
氏
が
「
能
管
の
技
法
の
変
遷
―
宗
家
の
伝

承
と
地
方
伝
承
─
」
と
題
し
て
能
楽
学
会
第
二
一
回
大
会
で
発
表
し
、
そ
の
要
旨
「
笛
方
一
噌
流
分
家
一
噌
八
郎
右
衛
門
家
の
〔
獅
子
〕」

を
『
能
と
狂
言
』
21
に
掲
載
し
て
い
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
続
く
拠
点
共
同
研
究
の
報
告
で
、
い
ず
れ
全
体
の
解
題
や
一
部
資
料
の
翻
刻
を

作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

『
古
頭
付
』
は
半
紙
四
枚
を
重
ね
て
半
分
に
折
り
た
た
み
、
冊
子
の
体
裁
に
し
て
そ
の
裏
表
に
〈
高
砂
〉〈
田
村
〉
な
ど
十
三
曲
に
つ
い

て
記
し
た
も
の
で
、
綴
じ
た
形
跡
は
な
い
。
現
在
残
る
一
番
外
側
の
料
紙
に
は
外
題
や
内
題
、
奧
書
等
は
な
く
、
そ
の
次
の
料
紙
に
所
収

曲
の
目
録
が
あ
り
、
そ
の
裏
側
か
ら
〈
高
砂
〉
の
記
述
が
始
ま
っ
て
い
る
。
目
録
に
は
三
十
二
曲（〈
た
か
さ
こ（
高
砂
）〉〈
田
む
ら（
田

村
）〉〈
枩
風（
松
風
）〉〈
せ
か
ひ（
是
界
）〉〈
あ
ま（
海
人
）〉〈
も
み
ち
か
り（
紅
葉
狩
）〉〈
と
を
る（
融
）〉〈
お
ひ
ま
つ（
老
松
）〉〈
き
よ
つ

ね（
清
経
）〉〈
ゆ
や（
熊
野
）〉〈
長
郎（
張
良
）〉〈
ふ
し
太
こ（
富
士
太
鼓
）〉〈
も
り
久（
盛
久
）〉〈
源
氏
供
養
〉〈
は
こ
ろ
も（
羽
衣
）〉〈
た

へ
ま（
当
麻
）〉〈
や
し
ま（
八
島
）〉〈
て
ひ
か（
定
家
）〉〈
か
し
わ
さ
き（
柏
崎
）〉〈
の
ゝ
み
や（
野
宮
）〉〈
せ
つ
し
や
う
石（
殺
生
石
）〉〈
夕

か
ほ（
夕
顔
）〉〈
つ
ね
ま
さ（
経
政
）〉〈
ゑ
く
ち（
江
口
）〉〈
西
行
桜
〉〈
遊
行
や
な
き（
遊
行
柳
）〉〈
あ
こ
き（
阿
漕
）〉〈
春
か
龍
神（
春
日

龍
神
）〉〈
と
も
な
か（
朝
長
）〉〈
道
成
寺
〉〈
石
橋
〉）の
曲
名
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
記
載
が
あ
る
の
は
傍
線
を
付
し
た
曲
の
み
で

あ
る
。
一
番
内
側
の
料
紙
の
右
側
に
〈
松
風
〉
の
舞
の
前
ま
で
、
左
側
に
〈
熊
野
〉
の
［
ク
セ
］
末
以
降
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に

〈
松
風
〉
の
舞
か
ら
〈
熊
野
〉
の
［
ク
セ
］
ま
で
を
記
し
た
数
枚
が
挟
ま
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
現
時
点
で
は
散
逸
し
て
い
る
。〈
当
麻
〉

の
あ
と
、〈
八
島
〉
か
ら
〈
野
宮
〉
ま
で
を
記
し
た
料
紙
も
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、〈
経
政
〉
も
シ
テ
登
場
の
［
上
ゲ
歌
］
ま
で
し

か
記
述
が
な
い
の
で
、
そ
の
後
を
記
し
た
紙
が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
枚
紙
を
重
ね
て
折
り
た
た
み
、
そ
の
表
裏
に
記

す
と
い
う
体
裁
を
考
え
る
と
、
後
の
曲
ほ
ど
料
紙
を
外
側
に
重
ね
て
、
そ
の
左
側
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
目
録
の
前
に
白
紙

の
右
側
が
重
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
奇
妙
な
体
裁
に
し
て
ま
で
目
録
通
り
の
曲
を
す
べ
て
記
述
し
た
の
か
否
か
、
確
証
は
な
い
。
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二
、
従
来
の
頭
付
研
究

『
古
頭
付
』
の
冒
頭
に
記
載
さ
れ
た
〈
高
砂
〉
は
、『
双
笛
集
』
に
「
脇
能
之
次
第
之
事
」
と
し
て
例
示
さ
れ
る
内
容
に
ほ
ぼ
重
な
る
。

た
だ
し
『
双
笛
集
』
で
は
〈
高
砂
〉
の
最
後
に
「
右
脇
能
之
吹
様
如
此
秘
事
候　

努
々
物
語
に
も
不
可
有
之
候　

以
此
口
伝
余
之
能
を
似

た
る
や
う
に
吹
た
る
事
候
」
と
記
し
、
一
曲
中
の
ア
シ
ラ
イ
を
網
羅
的
に
表
記
し
た
の
は
〈
高
砂
〉
の
み
で
、
他
の
曲
に
つ
い
て
は
一
ツ

書
数
条
程
度
の
記
述
し
か
な
い
。〈
高
砂
〉
以
外
の
曲
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細
な
記
事
の
あ
る
『
古
頭
付
』
が
出
現
し
た
意
義
は
大
き

い
。頭

付
に
つ
い
て
は
、
竹
本
幹
夫
氏
が
毛
利
藩
に
仕
え
た
由
良
瀬
兵
衛
家
伝
来
の
『
番
笛
集
』
を
翻
刻
さ
れ
、
解
題
の
中
で
同
家
に
伝
わ

る
『
双
笛
集
』
や
『
全
笛
集
』『
花
笛
集
』
と
の
比
較
を
行
っ
た3
。『
番
笛
集
』
は
一
八
〇
曲
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
な
内
容
を
記
す
頭

付
だ
が
、
竹
本
氏
は
伝
書
間
の
表
記
や
記
事
の
相
違
に
着
目
さ
れ
た
の
み
で
、
現
行
頭
付
と
の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い
。
山
中
玲
子
氏
が

紹
介
・
翻
刻
さ
れ
た
藤
田
大
五
郎
氏
旧
蔵
『
天
文
二
年
中
村
七
郎
左
衛
門
長
親
奥
書
笛
伝
書4
』
も
『
双
笛
集
』
の
系
統
だ
が
、
解
題
で

『
双
笛
集
』
諸
本
の
記
事
の
出
入
り
は
示
す
も
の
の
、
現
行
頭
付
と
の
比
較
は
な
い
。『
双
笛
集
』
の
流
儀
は
確
定
で
き
な
い
が
、〈
高
砂
〉

に
つ
い
て
は
最
古
の
頭
付
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
双
笛
集
』
の
〈
高
砂
〉
が
ど
の
程
度
現
行
一
噌
流
の
頭
付
と
一
致
す
る
の
か

検
討
し
つ
つ
、
そ
の
奏
法
が
『
古
頭
付
』
所
収
の
他
の
曲
に
も
該
当
す
る
か
否
か
を
考
察
し
、『
古
頭
付
』
の
位
置
付
け
を
行
う
。

『
古
頭
付
』
に
は
、
具
体
的
な
唱
歌
の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
一
噌
流
笛
唱
歌
付5
』
は
「
た
か
さ
こ
の

内
、
呂
の
か
す
り
・
中
の
た
か
ね
一
ツ
又
吹
返
後
そ
と
い
ろ
へ
手
・
そ
と
い
ろ
へ
て
・
ふ
う
〃
小
手
・
中
入
之
笛
大
ユ
リ
ノ
事
也
・
は
ね

の
吹
上
」
等
の
唱
歌
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
付
は
「
噌
庵（
筆
者
注　

二
世
中
村
一
噌
）様
被
成
を
う
つ
し
申
候
／
万
治
三
年
／
子
ノ
五
月

廿
七
日
／
中
村
新
五
郎　

宝
永
弐
乙
酉
年
改
ム
／
長
寸
太
夫
よ
り
七
世
／
一
噌
又
六
郎
正
賢（
花
押
）」
等
と
奥
書
に
あ
り
、
万
治
三
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（
一
六
六
〇
）年
に
中
村
新
五
郎
が
書
写
し
た
唱
歌
付
に
宝
永
二（
一
七
〇
五
）年
、
又
六
郎
正
賢
が
朱
で
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
噌
庵
は

寛
永
一
五（
一
六
三
八
）年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
頃
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
中
村
新
五
郎
は
噌
庵
の
次
男
八
郎
右

衛
門
か
と
『
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵　

特
別
資
料
目
録
５　

貴
重
書　

能･

狂
言
』（
一
九
九
七
）の
解
題
で
竹
本
氏
は
推
測
さ
れ

た
が
、
八
郎
右
衛
門
で
は
な
く
、
噌
庵
の
長
男
で
、
切
支
丹
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
正
保
二（
一
六
四
五
）年
に
揚
屋
へ
入
れ
置
か
れ
た
人

物
で
あ
ろ
う
。
三
宅
晶
子
氏
は
同
大
演
劇
博
物
館
蔵
の
『
笛
伝
書
抜
書
』
の
解
題
で
、「
所
領
を
没
収
さ
れ
、
家
の
断
絶
の
危
機
に
立
た

さ
れ
た
新
五
郎
が
、
芸
跡
を
残
す
た
め
に
書
き
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
推
測
さ
れ
た6
が
、
こ
の
『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
も
同

じ
意
図
で
書
き
留
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
国
立
能
楽
堂
が
入
手
し
た
八
郎
右
衛
門
家
資
料
中
の
系
図
で
は
、
新
五
郎
・
七
良
左

衛
門
・
八
郎
右
衛
門
善
政
を
兄
弟
と
し
て
並
記
し
て
い
る7
。『
古
頭
付
』
の
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、「
中
の
た
か
ね
一
ツ
又
吹
返
後
そ

と
い
ろ
へ
手
」
な
ど
『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
表
現（
表
１
の
８
）が
見
え
る
の
で
、
関
係
は
深
か
ろ
う
。
本
稿
で
は
『
一

噌
流
笛
唱
歌
付
』
の
唱
歌
を
参
照
し
つ
つ
、『
古
頭
付
』
の
唱
歌
の
実
態
解
明
を
進
め
る
。

『
古
頭
付
』
と
比
較
す
る
の
は
、
昭
和
十
五（
一
九
四
〇
）年
に
森
川
荘
吉
が
大
連
で
発
行
し
た
私
家
版
の
『
一
噌
流
笛
頭
付
』
で
あ
る
。

同
本
は
、
一
噌
流
九
世
一
噌
又
六
郎
平
政
香
筆
の
秘
録
を
原
本
の
ま
ま
に
森
川
が
版
行
し
た
も
の
で
、
現
在
、
一
噌
流
は
こ
れ
に
基
づ
い

て
吹
奏
し
て
い
る（
以
下
、
現
行
と
略
記
）。
政
香
が
寛
政
三（
一
七
九
一
）年
に
著
し
た
詳
細
な
唱
歌
集
も
、
現
行
唱
歌
付
の
原
本
で
あ
る
。

〈
高
砂
〉
に
つ
い
て
は
、
表
１
で
『
双
笛
集
』、『
八
帖
本
花
伝
書
』
第
七
巻8（
以
下
『
八
帖
本
』
と
略
記
）、『
広
大
本
宮
増
伝
書
』
中

の
「
笛
ノ
本
」（
以
下
『
広
大
本
』
と
略
記
）と
現
行
唱
歌
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。『
双
笛
集
』
は
諸
本
に
よ
り
内
容
に
異
同
が
あ
り
、

〈
高
砂
〉
の
頭
付
部
分
に
つ
い
て
吹
奏
す
る
旋
律
型
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
は
鴻
山
文
庫
蔵
「
天
文
十
七
年
千
野
彦
五
郎
親
久

奥
書
『
双
笛
抄9
』」
の
記
述
に
従
い
、
旋
律
型
に
異
同
が
あ
る
場
合
は（　

）内
に
記
し
、
本
文
中
で
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。
表
記
が
『
双

笛
集
』
と
一
致
す
る
場
合
は
太
字
で
示
し
た
。
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表
２
は
、『
古
頭
付
』
の
内
容
を
小
段
ご
と
に
再
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
１
、
表
２
と
も
に
「
吹
奏
箇
所
の
詞
章
」
は
『
古
頭
付
』

の
表
記
に
従
い
、『
古
頭
付
』
で
詞
章
の
途
中
か
ら
ア
シ
ラ
イ
の
指
示
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
箇
所
に
下
線
を
施
し
た
。
舞
事
、
ハ
タ
ラ

キ
事
や
登
場
楽
、
一
曲
の
ト
メ
な
ど
は
表
に
あ
げ
て
い
な
い
。
な
お
、
表
２
で
は
現
行
と
同
じ
ア
シ
ラ
イ
を
奏
す
る
場
合
、
太
字
で
示
し

た
。
以
下
、
曲
名
に
付
し
た
洋
数
字
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
表
２
の
左
端
の
数
字
を
示
し
て
い
る
。

三　

新
旧
頭
付
の
比
較　

笛
は
現
在
、
小
段
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
旋
律
型
を
吹
奏
し
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
『
古
頭
付
』
に
も
認
め
ら
れ
た
。
本
章
で
は
主
な

小
段
ご
と
に
新
旧
の
比
較
を
お
こ
な
う
。

（
一
）　

次
第

シ
テ
や
ワ
キ
の
登
場
後
、
ま
た
舞
や
ハ
タ
ラ
キ
の
序
と
し
て
謡
う
平
ノ
リ
の
小
段
。
七
五
調
の
二
句
か
ら
な
り
、
初
句
を
く
り
返
す
の

で
都
合
三
句
に
な
る
。
通
常
の
音
量
で
謡
っ
た
あ
と
、
地
取
と
称
し
て
地
謡
が
低
音
で
静
か
に
く
り
返
す
。
地
取
は
拍
子
不
合
で
謡
う
。

ま
た
、
脇
能
で
は
三
遍
返
と
い
っ
て
地
取
を
拍
子
に
合
わ
せ
て
謡
っ
た
あ
と
に
再
度
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
が
通
常
の
音
量
で
謡
う
。

『
古
頭
付
』
で
脇
能
は
〈
高
砂
〉
一
番
だ
け
だ
が
、
地
取
部
分
で
「
中
ノ
高
音
」
を
吹
い
て
い
た（
表
１
・
２
の
１
）。
こ
れ
は
現
行
と
同

じ
で
あ
る
。
鴻
山
文
庫
蔵
の
『
双
笛
集
』
で
は
「
ち
う
の
た
か
ね（
筆
者
注　

中
ノ
高
音
）又
吹
返
し
て
一
ツ
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
由
良

家
蔵
歴
代
奥
書
本
で
は
「
ゆ
う
〳
〵
と
ゆ
り
。
又
中
の
高
音
跡
を
い
ろ
え
て
も
吹
へ
し
。
但
中
の
高
音
吹
候
ハ
ヽ
道
行
に
吹
様
あ
り
」
と

記
載
さ
れ
、
か
つ
て
は
「
中
ノ
高
音
」
の
前
に
「
ユ
リ
」
を
吹
く
こ
と
も
あ
っ
た
。『
八
帖
本
』
で
は
具
体
的
な
旋
律
型
を
示
さ
ず
に

「
名
乗
の
笛
」
と
記
し
て
い
る
が
、
同
書
で
は
ア
イ
語
り
で
31
「
脇
に
調
子
を
知
ら
せ
ん
が
為
に
間
過
ぎ
時
分
に
音
取
を
吹
く
也
」
と
記
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し
て
お
り
、
地
取
で
の
ア
シ
ラ
イ
も
次
の
名
ノ
リ
の
調
子
を
知
ら
せ
る
た
め
に
吹
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『
広
大
本
』
で
は
「
昔
ヨ

リ
書
物
ニ
ハ
爰
ニ
テ
吹
て
な
し
」
と
記
述
が
あ
り
、
吹
き
様
が
次
第
に
変
化
す
る
過
程
が
う
か
が
え
る
。

『
古
頭
付
』
で
は
、
２
〈
田
村
〉
６
〈
殺
生
石
〉
の
［
次
第
］
に
「
ソ
ト
イ
ロ
ヘ
」、
３
〈
松
風
〉
５
〈
当
麻
〉
に
「
呂
ノ
コ
テ
」
を
吹

く
と
あ
る
。
現
在
、
一
噌
流
や
森
田
流
は
脇
能
以
外
の
地
取
で
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
が
、
藤
田
流
は
吹
い
て
い
る
。
藤
田
流
は
古
態
を

残
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
４
〈
源
氏
供
養
〉
は
舞
事
の
序
と
し
て
謡
う
［
次
第
］
だ
が
、『
古
頭
付
』
で
は
そ
の
地
取
で
も
「
コ
テ
の
い

ろ
へ
」
を
吹
い
て
い
た
。
こ
れ
も
現
行
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
な
お
『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
で
は
「
そ
と
い
ろ
へ
て
」
を
「
た
た
り
う

ろ
う
ろ
う
〳
〵
」
と
記
し
、
宝
永
時
に
「
ヲ
ウ
シ
キ
ノ
呂　

ホ
ロ
タ
ー
リ
ウ
ロ
ー
ロ
ウ
ヽ
ヽ
」
と
訂
正
し
て
い
る
。

（
二
）　

一
セ
イ

登
場
後
、
ま
た
舞
の
前
な
ど
で
広
く
用
い
ら
れ
る
拍
子
不
合
の
小
段
で
、
七
五
調
の
詞
章
を
高
音
主
体
で
謡
う
。
脇
能
の
前
シ
テ
・
ツ

レ
は
、
登
場
後
、
橋
掛
リ
で
向
か
い
合
っ
て
次
の
よ
う
に
謡
う
。

１　

ま
ず
シ
テ
・
ツ
レ
が
上
音
で
そ
れ
ぞ
れ
五
・
七
・
五
・
七
・
五
字
か
ら
な
る
五
句
を
謡
い
、

２　

次
に
二
ノ
句
と
称
し
て
ツ
レ
の
み
が
ク
リ
音
を
ま
じ
え
て
七
五
と
謡
う
。

３　

最
後
に
シ
テ
・
ツ
レ
で
七
・
五
と
二
句
謡
っ
て
中
音（
フ
リ
中
回
シ
）で
謡
い
収
め
る
。

二
ノ
句
を
含
む
か
た
ち
が
正
格
だ
が
、
ツ
レ
を
伴
わ
な
い
登
場
や
舞
の
前
な
ど
は
二
ノ
句
以
降
の
な
い
省
略
形
が
多
い
。
な
お
本
論
で
は
、

便
宜
上
二
ノ
句
の
前
を
一
ノ
句
と
仮
称
す
る
。
現
在
、
脇
能
で
は

＊　

一
ノ
句
末
に
「
呂
ノ
吹
上
」

＊　

二
ノ
句
に
「
高
音
」
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＊　
［
一
セ
イ
］
末
に
「
中
ノ
高
音
、
あ
と
吹
返
し
て
小
手
・
呂
」

を
吹
き
、
シ
テ
・
ツ
レ
が
橋
掛
リ
か
ら
舞
台
に
入
る
間
、
小
手
・
呂
を
吹
く
。

表
１
に
記
し
た
よ
う
に
、『
双
笛
集
』
で
は
一
ノ
句
末
に
「
下
無
調
よ
り
吹
呂
」
を
吹
く
。
こ
れ
は
、『
八
帖
本
』
の
「
下
無
調
よ
り
出

で
、
色
ゑ
有
」
や
『
広
大
本
』
の
「
呂
ノ
カ
ス
リ
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
手
で
あ
ろ
う
。『
双
笛
集
』『
八
帖
本
』
で
は
二
ノ
句
で
の
「
高

音
」
の
記
載
が
な
い
が
、
小
段
末
に
は
「
中
ノ
高
音
」
を
吹
く
の
で
、［
一
セ
イ
］
の
原
形
は
で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
古
頭
付
』
の

〈
高
砂
〉
で
も
現
行
と
同
じ
箇
所
に
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
旋
律
型
の
記
述
が
あ
る（
表
１
の
６
～
８
及
び
表
２
の
７
）。
８
〈
松
風
〉
も
シ

テ
・
ツ
レ
は
〔
真
ノ
一
声
〕
で
登
場
し
、
二
ノ
句
を
ツ
レ
が
謡
う
。
現
行
で
は
脇
能
と
同
じ
く
「
呂
ノ
吹
上
・
高
音
・
中
ノ
高
音
・
小

手
」
を
吹
く
が
、『
古
頭
付
』
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
が
掲
げ
る
「
呂
の
か
す
り
」
は
「
ほ
う
る
ひ

や
ら
り
う
ろ
う
ろ
う
〳
〵
」
で
、
宝
永
時
に
「
ホ
ー
ル
ヒ
ャ
ー
。
ロ
ー
ウ
ヽ
ヽ
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
行
の
「
呂
之
吹
上
」
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
「
中
の
た
か
ね
一
ツ
又
吹
返
後
そ
と
い
ろ
へ
手
」
は
「
ひ
よ
う
る
り
、
ひ
う
い
や
う
ひ
う
い
〳
〵
、
ひ
や
う
ひ

う
い
や
ろ
う
〳
〵
」
で
、
宝
永
時
に
「
ヒ
ヨ
ー
ル
リ
ー
、
ヒ
ウ
ー
イ
ヤ
ー
ヒ
ウ
イ
ヒ
ウ
ー
イ
ヤ
、
ヒ
ウ
ー
イ
ヤ
ー
ロ
ー
ウ
ヽ
ヽ
」
と
訂
正

し
、
傍
線
部
分
に
「
小
手
之
ユ
ビ
也
」
と
注
記
が
あ
る
。
波
線
部
分
は
、
現
行
の
「
中
ノ
高
音
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
二
ノ
句
の
あ
る
［
一
セ
イ
］
で
あ
っ
て
も
シ
テ
が
〔
真
ノ
一
声
〕
で
登
場
し
な
け
れ
ば
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
。
し
か
し

『
古
頭
付
』
で
は
、

＊　

10
〈
盛
久
〉
も
一
ノ
句
末
に
「
タ
カ
ネ
一
ツ
」、［
一
セ
イ
］
末
に
「
中
ノ
た
か
ね
一
ツ
ノ
チ
イ
ロ
ヘ
テ
フ
ク
也
」

＊　

11
〈
源
氏
供
養
〉
で
も
［
一
セ
イ
］
末
に
「
中
ノ
た
か
ね
一
ツ
」

＊　

14
〈
当
麻
〉
は
［
一
セ
イ
］
末
に
「
中
ノ
高
音
一
ツ
の
ち
い
ろ
へ
て
」

を
吹
い
て
い
た
。〈
当
麻
〉
の
謡
い
分
け
は
〈
松
風
〉
に
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、〈
盛
久
〉
で
は
一
ノ
句
途
中
か
ら
地
謡
が
謡
い
、
二
ノ
句
は
シ
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テ
、
そ
れ
以
降
は
地
謡
が
謡
う
。〈
源
氏
供
養
〉
は
後
シ
テ
の
登
場
歌
で
、
二
ノ
句
は
地
謡
が
担
当
す
る
。
謡
い
分
け
は
脇
能
と
は
多
少

異
な
る
が
、
そ
れ
で
も
小
段
末
に
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。

９
〈
富
士
太
鼓
〉
は
登
場
場
面
で
は
な
く
〔
楽
〕
の
前
だ
が
、
二
ノ
句
に
「
タ
カ
ネ
一
ツ
」、
小
段
末
に
「
中
ノ
た
か
ね
一
ツ
」
と
あ

る
。
現
行
で
は
、
ア
シ
ラ
イ
は
吹
か
な
い
。
二
ノ
句
の
あ
る
［
一
セ
イ
］
の
ア
シ
ラ
イ
は
、
脇
能
の
登
場
歌
だ
け
に
残
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

12
〈
田
村
〉
と
13
〈
羽
衣
〉
は
二
ノ
句
の
な
い
［
一
セ
イ
］
だ
が
、
小
段
末
に
そ
れ
ぞ
れ
「
中
ノ
高
音
ノ
チ
ソ
ト
イ
ロ
ヘ
テ
」「
中
た

か
ね
一
ツ
」
と
あ
る
。
省
略
形
で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
は
小
段
末
の
区
切
り
に
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　
［
上
ゲ
歌
］

能
の
小
段
の
中
で
も
っ
と
も
多
用
さ
れ
る
の
が
［
上
ゲ
歌
］
で
あ
る
。
七
五
調
の
句
を
連
ね
た
平
ノ
リ
の
小
段
で
、
初
句
と
終
句
を
く

り
返
す
の
が
基
本
の
作
詞
法
で
あ
る
。
二
節
型
が
正
格
で
、
上
音
で
謡
い
出
し
て
中
音
に
謡
い
収
め（
第
一
節
）、
再
び
上
音
に
上
行
し
て

下
音
で
謡
い
収
め
る（
第
二
節
）。
第
一
節
末
で
フ
リ
中
回
シ
と
い
う
半
終
止
の
節
を
謡
い
、
大
小
鼓
が
終
止
の
手（
打
切
）を
打
つ
こ
と
が

多
い
。
第
一
節
の
み
で
終
結
す
る
切
尾
型
、
途
中
の
区
切
り
が
不
分
明
な
ま
ま
下
音
で
謡
い
収
め
る
一
節
型
も
あ
る
が
、
笛
は
現
在
、

＊　

初
句
を
く
り
返
す
間
に
大
小
鼓
が
打
つ
「
打
切
」
に
あ
わ
せ
て
「
高
音
」

＊　

第
一
節
末
の
「
打
切
」
後
、
第
二
節
の
冒
頭
か
ら
「
中
ノ
高
音
」

＊　

小
段
末
に
「
小
手
」

を
吹
く
。
道
行
も
［
上
ゲ
歌
］
形
式
を
と
る
が
、
道
行
の
場
合
は
小
段
末
に
「
小
手
」
で
は
な
く
「
六
ノ
下
」
を
吹
く
。「
小
手
」
は

「
六
ノ
下
」
の
省
略
形
で
あ
る
。
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ま
ず
〈
高
砂
〉
だ
が
、『
双
笛
集
』
で
は
道
行
で
「
中
高
音
」「
高
音
」
の
順
に
吹
き
、『
広
大
本
』
で
も
冒
頭
の
打
切
で
「
中
ノ
高
音
」

を
吹
く
点
が
現
行
と
は
異
な
る（
表
１
の
２
～
４
）。
ま
た
シ
テ
登
場
の
［
上
ゲ
歌
］
で
も
初
句
の
打
切
に
は
記
載
が
な
く
、
第
二
節
以
降

に
「
中
高
音
一
ツ
」、
小
段
末
に
「
高
音
一
ツ
吹
て
六
下
へ
納
也
」
と
あ
っ
て
、「
高
音
」
の
位
置
が
現
行
と
は
異
な
る（
表
１
の
11
～
13
）。

『
広
大
本
』
で
も
「
中
ノ
高
音
」「
高
音
」
の
順
に
吹
く
な
ど
、
現
行
と
は
小
異
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
影
響
を
残
す
の
か
、『
古
頭
付
』
で

も
「
と
こ
ろ
ハ
た
か
さ
こ
の
」
に
「
中
ノ
タ
カ
ネ
」
と
記
し
て
「
中
ノ
」
を
削
除
し
て
い
る（
表
１
の
11
）。
初
句
の
打
切
に
「
中
ノ
高

音
」
を
吹
く
の
が
古
態
で
あ
っ
た
が
、『
古
頭
付
』
で
は
現
状
に
あ
わ
せ
て
訂
正
し
た
の
だ
ろ
う
。「
中
高
音
」「
高
音
」
の
順
に
ア
シ
ラ

イ
を
吹
く
20
〈
田
村
〉
34
〈
盛
久
〉
43
〈
当
麻
〉
は
、
古
態
を
残
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
は
、
表
２
に
ま
と
め
た
よ
う
に
お
お
よ
そ
現
行
の
形
に
則
っ
て
い
た
。
こ
と
に
道
行
は
定
型
が
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
15

〈
高
砂
〉
19
〈
田
村
〉
25
〈
張
良
〉
30
〈
富
士
太
鼓
〉
35
〈
源
氏
供
養
〉
39
〈
羽
衣
〉
41
〈
当
麻
〉
44
〈
殺
生
石
〉
47
〈
夕
顔
〉
は
現
行

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
道
行
以
外
で
は
、
17
〈
高
砂
〉
33
〈
盛
久
〉
37
・
38
〈
源
氏
供
養
〉
45
〈
殺
生
石
〉
48
〈
夕
顔
〉
50
〈
経
政
〉
が

ほ
ぼ
現
行
と
一
致
す
る
。
な
お
、『
古
頭
付
』
で
は
初
句
の
打
切
に
吹
く
旋
律
型
に
「
高
音
」
の
ほ
か
「
ヲ
ル
高
音
」「
高
音
の
ふ
き
む
す

び
」「
高
音
の
ヒ
シ
ギ
」
な
ど
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
る
が
、
吹
き
分
け
の
基
準
は
不
明
で
あ
る
。

現
行
と
異
な
る
［
上
ゲ
歌
］
の
中
に
、

＊　

初
句
の
打
切
に
「
下
ノ
た
か
ね
」
を
吹
く
36
〈
源
氏
供
養
〉

＊　

上
ゲ
歌
後
半
に
「
中
ノ
高
音
」
で
は
な
く
「
下
ノ
タ
カ
ネ
」
を
吹
く
22
〈
松
風
〉
32
〈
富
士
太
鼓
〉

＊　
「
中
ノ
高
音
」
と
「
小
手
」
の
間
に
さ
ら
に
「
下
ノ
高
音
」
を
吹
く
40
〈
羽
衣
〉
42
〈
当
麻
〉

な
ど
、
情
緒
を
表
出
し
た
い
と
こ
ろ
に
「
中
ノ
高
音
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
下
ノ
高
音
」
を
吹
奏
す
る
例
が
見
ら
れ
た
。
現

行
で
も
〈
井
筒
〉
の
初
同
や
〈
芭
蕉
〉
の
二
ノ
同
、〈
松
風
〉
汐
汲
み
の
前
の
［
上
ゲ
歌
］
な
ど
で
は
第
二
節
の
冒
頭
で
「
中
ノ
高
音
」
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で
は
な
く
「
下
ノ
高
音
」
を
吹
奏
す
る
。『
古
頭
付
』
の
23
〈
松
風
〉
で
は
現
行
と
は
異
な
り
「
ヲ
ル
タ
カ
ネ
」
を
吹
く
が
、
思
い
入
れ

の
強
い
謡
「
ふ
け
行
月
」
を
「
高
音
」
で
強
調
す
る
か
「
下
ノ
高
音
」
で
し
み
じ
み
と
ア
シ
ラ
ウ
か
、
ア
シ
ラ
イ
の
方
向
が
現
行
と
は
異

な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
現
行
で
は
『
古
頭
付
』
ほ
ど
「
下
ノ
高
音
」
を
多
用
し
な
い
の
で
、
こ
の
違
い
は
興
味
深
い
。
23
以
外
に
16
〈
高

砂
〉
20
・
21
〈
田
村
〉
24
〈
松
風
〉
26
〈
張
良
〉
34
〈
盛
久
〉
43
〈
当
麻
〉
46
〈
殺
生
石
〉
で
も
第
二
節
冒
頭
に
「
タ
カ
ネ
」
を
吹
く
。

個
々
の
［
上
ゲ
歌
］
の
曲
趣
に
あ
わ
せ
た
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
現
行
よ
り
も
多
様
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

興
味
深
い
の
が
〈
高
砂
〉
の
初
同
で
、『
双
笛
集
』
で
は
「
し
か
い
な
ミ
し
つ
か
に
て
」
の
あ
と
に
「
吹
く
へ
か
ら
す
」、『
八
帖
本
』

で
も
「
一
切
吹
べ
か
ら
ず
」、『
広
大
本
』
で
も
「
ク
リ
不
可
吹
」、『
古
頭
付
』
で
も
「
爰
に
て
不
吹
候
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る（
表

１
の
17
）。
こ
の
［
上
ゲ
歌
］
は
初
句
の
あ
と
に
大
小
鼓
が
打
切
を
打
た
ず
ス
ラ
ッ
と
謡
い
進
め
る
。『
双
笛
集
』
の
時
代
か
ら
、
初
句
あ

と
の
ア
シ
ラ
イ
が
定
型
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
注
意
喚
起
を
し
な
け
れ
ば
う
っ
か
り
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
し
ま
う
、
と
案
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。（

四
）　
［
下
ゲ
歌
］

［
上
ゲ
歌
］
の
前
に
は
平
ノ
リ
で
低
音
域
主
体
の
［
下
ゲ
歌
］
を
謡
う
例
が
甚
だ
多
く
、
そ
こ
で
は
現
在
、
低
音
域
の
「
小
手
」
を
吹

く
こ
と
が
多
い
。『
双
笛
集
』
で
は
鴻
山
文
庫
蔵
・
由
良
家
一
噌
本
が
「「
木
か
け
の
塵
を
か
か
う
よ
、
〳
〵
」
に
又
初
中
返
て
吹
」、
由

良
家
歴
代
奥
書
本
が
「
呂
の
小
手
跡
を
か
へ
し
て
吹
な
り
」
と
記
し（
表
１
の
10
）、『
八
帖
本
』
で
は
「『
木
陰
の
塵
を
か
こ
ふ
よ
』
と
い

う
に
、
中
ノ
呂
を
返
し
て
吹
く
也
」
と
記
述
が
あ
る
。
現
行
同
様
、
低
音
域
の
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
古
頭
付
』
の

〈
高
砂
〉
に
は
こ
の
箇
所
で
の
記
述
は
な
い
が
、〈
田
村
〉〈
松
風
〉〈
富
士
太
鼓
〉〈
盛
久
〉〈
源
氏
供
養
〉〈
羽
衣
〉〈
当
麻
〉〈
夕
顔
〉
に

「
ソ
ト
イ
ロ
ヘ
」「
コ
テ
ノ
イ
ロ
ヘ
」「
呂
ノ
コ
テ
」
な
ど
低
音
域
の
旋
律
型
の
記
述
が
見
ら
れ
る（
表
２
の
51
～
58
）。
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（
五
）　
［
ク
リ
］［
サ
シ
］

［
ク
リ
］
は
、［
サ
シ
］・［
ク
セ
］
に
先
行
し
て
謡
わ
れ
る
拍
子
不
合
の
小
段
で
、
上
音
で
謡
い
出
し
、
ク
リ
音
を
多
用
し
た
あ
と
、
下

音
の
ユ
リ
で
謡
い
収
め
る
。
現
行
で
は
冒
頭
に
「
ク
リ
」、
途
中
で
大
小
鼓
が
手
を
打
つ
あ
た
り
で
「
ヲ
ル
高
音
」、
小
段
末
に
「
ユ
リ
」

を
吹
く
。『
双
笛
集
』
で
は
「
本
の
ね
と
り
を
ゆ
う
〳
〵
と
吹　

同
此
う
ち
大
鼓
よ
り
か
し
ら
を
打
い
た
し　

く
り
の
内
に
て
中
の
高
音

に
て
吹
に
て
ま
ち
南
枝
花
よ
り
吹
か
け
高
音
に
て
吹
候
て
次
の
ゆ
り
を
う
た
ひ
の
ゆ
り
に
合
候
や
う
に
可
吹
也
」
と
記
述
し
て
い
る（
表

１
の
20
・
21
）。［
ク
リ
］
で
吹
奏
す
る
旋
律
型
は
「
本
ノ
音
取
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
そ
れ
を
分
け
て
吹
く
か
た
ち
だ
が
、『
双
笛
集
』
の

時
代
か
ら
同
じ
よ
う
に
吹
い
て
い
た
の
で
あ
る
。『
古
頭
付
』
に
つ
い
て
は
表
２
の
59
～
66
に
ま
と
め
た
が
、
途
中
の
「
高
音
」、
曲
末
の

「
ユ
リ
」
は
ほ
ぼ
現
行
と
同
じ
旋
律
型
と
推
測
さ
れ
る
。

変
則
的
な
の
が
〈
田
村
〉
で
あ
る
。
60
は
［
ク
リ
］
で
は
な
く
、
横
道
萬
里
雄
が
命
名
し
た
［
名
ノ
リ
グ
リ
］
に
該
当
し
、
小
段
末
で

ユ
リ
を
謡
わ
な
い
。［
ク
リ
］
で
は
な
い
の
で
現
在
で
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
が
、『
古
頭
付
』
で
は
［
サ
シ
］［
ク
セ
］
に
先
行
す
る

小
段
と
み
と
め
て
ユ
リ
を
吹
い
て
い
た
。

［
ク
リ
］
に
続
く
［
サ
シ
］
は
拍
子
不
合
の
小
段
で
、
上
音
で
謡
い
出
し
、
サ
ラ
サ
ラ
と
謡
い
流
し
て
下
音
で
謡
い
収
め
る
。
脇
能
で

は
［
サ
シ
］
末
に
低
音
域
の
「
真
ノ
六
ノ
下
」、
脇
能
以
外
で
は
「
呂
ノ
小
手
」
を
奏
す
る
が
、『
双
笛
集
』
で
は
「
六
下
」
を
吹
い
て
い

た
。
現
行
と
同
じ
で
あ
る
。
67
〈
高
砂
〉
で
は
「
カ
ン
ノ
六
ノ
下
」
と
な
っ
て
い
る（
表
１
の
22
『
広
大
本
』
も
同
じ
）が
、「
カ
ン
」
は

高
音
域
を
示
す
用
語
、「
六
ノ
下
」
は
低
音
域
の
旋
律
型
で
表
現
が
矛
盾
す
る
。「
カ
ン
」
で
は
な
く
「
シ
ン
ノ
六
ノ
下
」
の
写
し
間
違
い

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。『
古
頭
付
』
の
他
の
曲
で
は
「
呂
ノ
小
手
」
以
外
に
「
六
ノ
下
」
を
吹
く
な
ど
曲
趣
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
低
音
域
の
旋
律
型
を
吹
い
た
点
は
共
通
し
て
い
る
。
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（
六
）　
［
ク
セ
］

一
曲
の
中
心
と
な
る
平
ノ
リ
の
小
段
で
、
三
節
で
構
成
さ
れ
る
本
グ
セ
を
正
格
と
す
る
。
全
体
を
地
謡
が
担
当
し
、
第
一
節
は
下
音
な

い
し
中
音
で
謡
い
出
し
て
下
音
で
謡
い
収
め
、
第
二
節
は
中
音
で
謡
い
出
し
て
下
音
で
謡
い
収
め
、
第
三
節
は
シ
テ
な
ど
の
役
謡
が
上
音

で
謡
い
出
し（
こ
れ
を
ア
ゲ
ハ
と
い
う
）、
最
高
音
の
ク
リ
音
を
経
た
の
ち
下
音
で
謡
い
収
め
る
。
本
グ
セ
に
は
ア
ゲ
ハ
前
が
二
節
に
分
か

れ
な
い
例
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
ゲ
ハ
が
二
回
あ
る
二
段
グ
セ
、
ア
ゲ
ハ
の
な
い
片
グ
セ
も
あ
る
が
、
二
段
グ
セ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

現
在
、
本
グ
セ
で
笛
は
、

＊　

最
初
に
謡
が
上
音
に
上
行
す
る
と
こ
ろ
で
「
中
ノ
高
音
」

＊　

ア
ゲ
ハ
後
、
謡
が
ク
リ
音
に
上
行
す
る
と
こ
ろ
で
「
上
ノ
高
音
」

＊　
［
ク
セ
］
末
に
「
小
手
」

を
吹
く
。
二
段
グ
セ
は
、
二
度
目
の
ア
ゲ
ハ
で
「
ヒ
シ
グ
上
ノ
高
音
」
を
吹
く
。
現
在
で
は
謡
の
音
高
の
変
化
に
沿
う
よ
う
な
旋
律
型
を

選
ん
で
吹
い
て
い
る
が
、『
双
笛
集
』
や
『
古
頭
付
』
は
違
っ
て
い
た
。

ま
ず
〈
高
砂
〉
で
あ
る
が
、『
双
笛
集
』
で
は
「
ミ
な
和
歌
ノ
す
か
た
な
ら
す
や
」（
表
１
の
23
）に
「
中
高
音
一
ツ
吹
て
さ
う
の
六
下
へ

吹
へ
し
」、「
は
ん
ミ
ん
こ
れ
を
し
や
う
く
わ
ん
す
」（
同
24
）に
「
同
手
な
り
」、「
立
よ
る
か
け
の
朝
夕
に
」（
同
25
）に
「
高
音
ひ
し
き
一

ツ
」、「
中
に
も
名
は
高
砂
」（
同
26
）に
「
中
高
音
さ
う
の
六
下
へ
吹
へ
し
」
と
記
述
が
あ
る
。『
古
頭
付
』
で
も
23
に
「
中
ノ
タ
カ
ネ
一

ツ
」、
24
に
「
タ
ヽ
リ
ウ
ロ
」
と
指
示
が
あ
る
。『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
に
よ
る
と
「
タ
ヽ
リ
ウ
ロ
」
は
「
ソ
ト
イ
ロ
ヘ
」
の
唱
歌
で
あ
る
。

「
ミ
な
和
歌
ノ
す
か
た
な
ら
す
や
」
は
第
一
節
の
末
句
、「
は
ん
ミ
ん
こ
れ
を
し
や
う
く
わ
ん
す
」
は
第
二
節
の
末
句
で
あ
る
か
ら
、［
上

ゲ
歌
］
や
［
下
ゲ
歌
］
同
様
、［
ク
セ
］
で
も
節
の
区
切
り
に
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
た
こ
と
に
な
る
。
興
味
深
い
の
は
25
「
立
よ
る
か
け
の
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朝
夕
に
」
で
「
高
音
ひ
し
き
一
ツ
」
を
吹
く
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
謡
が
中
音
に
下
行
し
て
フ
リ
中
回
シ
を
謡
い
、
大
小
鼓
が
特
別
な
手

（
頭
組
）を
打
つ
。
現
在
で
は
区
切
り
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
双
笛
集
』
の
時
代
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。［
ク
セ
］
で

は
第
一
節
末
や
第
二
節
末
に
も
、
大
小
鼓
が
終
止
の
手
を
打
つ
。
大
小
鼓
が
手
を
打
て
ば
そ
こ
は
区
切
り
で
あ
り
、
鼓
に
あ
わ
せ
て
笛
も

ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
八
帖
本
』『
広
大
本
』
の
第
一
節
末
で
も
「
中
ノ
高
音
」、
第
二
節
末
で
「
小
手
」、
ア
ゲ
ハ
後
の

「
立
よ
る
か
け
の
朝
夕
に
」
で
「
甲
よ
り
吹
く
手
」
と
記
述
が
あ
る
。
表
１
で
は
記
述
を
省
略
し
た
が
、『
八
帖
本
』
で
は
第
二
節
末（
24
）

に
「
笛
吹
き
や
う
。
鼓
も
打
切
り
て
、
上
端
、
謡
は
す
る
事
、
本
の
打
ち
や
う
な
り
」
と
鼓
の
手
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
笛
は
謡

の
音
高
の
変
化
で
は
な
く
、
小
段
内
の
区
切
り
や
鼓
の
手
に
連
動
し
て
吹
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
〈
高
砂
〉
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
表
２
の
75
〈
田
村
〉
80
〈
羽
衣
〉
81
〈
当
麻
〉
82
〈
殺
生
石
〉
83
〈
夕
顔
〉
の
［
ク

セ
］
に
も
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち

＊　

第
一
節
末
に
「
中
ノ
高
音
」
や
「
下
ノ
高
音
」「
コ
テ
ノ
い
ろ
へ
」
な
ど
中
・
低
音
域
の
旋
律
型

＊　

第
二
節
末
に
「
ソ
ト
イ
ロ
ヘ
」

＊　

小
段
末
に
は
「
六
ノ
下
」
や
「
小
手
」
な
ど
低
音
域
の
旋
律
型

を
吹
奏
す
る
の
が
古
態
で
あ
っ
た
。
ア
ゲ
ハ
後
、
フ
リ
中
回
シ
に
下
行
す
る
と
こ
ろ
に
ア
シ
ラ
イ
を
記
載
し
て
い
る
の
は
74
〈
高
砂
〉
75

〈
田
村
〉
81
〈
当
麻
〉
だ
け
だ
が
、〈
当
麻
〉
で
は
二
度
目
に
フ
リ
中
回
シ
に
下
行
す
る
「
正
身
の
ミ
た
如
来
け
に
」
で
も
ア
シ
ラ
イ
の
指

示
が
あ
る
。

八
右
衛
門
家
の
笛
伝
書
に
は
、［
ク
セ
］
に
関
連
し
た
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。『
古
頭
付
』
同
様
、
一
枚
紙
五
枚
を
重
ね
合
わ
せ
た
だ

け
の
体
裁
で
綴
じ
た
形
跡
は
な
く
、
途
中
の
料
紙
が
抜
け
た
残
簡
で
共
同
研
究
で
は
『
笛
伝
書
残
簡
』
と
仮
称
し
た
が
、
古
い
内
容
の
記

事
を
多
く
含
む
伝
書
で
あ
る
。『
古
頭
付
』
と
ほ
ぼ
同
年
代
と
推
定
し
た
い
。
そ
こ
に
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二
段
く
せ
舞
の
時
ハ
能
乱
舞
共
ニ
前
吹
か
ず
後
ノ
曲
舞
ヲ
専
ニ
吹
也
。
又
イ
曲
舞
ハ
た
く
さ
ん
ニ
吹
ト
云
と
も
し
や
う
き
ニ
こ
し

な
と
か
け
候
而
、
あ
ふ
き
ニ
て
種
々
ノ
あ
ひ
し
ら
い
候
ハ
ヽ
ふ
か
す
也
。
立
曲
舞
ハ
居
曲
舞
も
道
前
也
。
居
曲
舞
ハ
た
く
さ
ん
な
る

ヘ
シ
。
立
曲
舞
ハ
仕
舞
在
ニ
よ
つ
て
ふ
か
ぬ
か
ま
し
ニ
て
候
。

と
書
か
れ
て
い
た
。
整
理
す
る
と
、

ａ　

二
段
グ
セ
の
場
合
、
一
段
目
は
吹
か
ず
、
二
段
目
に
専
ら
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
。

ｂ　

居
グ
セ
に
は
ア
シ
ラ
イ
を
多
く
吹
く
。

ｃ　

居
グ
セ
で
も
床
几
に
か
け
て
所
作
が
あ
る
場
合
は
ア
シ
ラ
イ
は
吹
か
な
い
。

ｄ　

舞
グ
セ
は
所
作
が
あ
る
の
で
ア
シ
ラ
イ
は
吹
か
な
い
方
が
よ
い
。

と
な
る
。

79
〈
源
氏
供
養
〉
は
ア
ゲ
ハ
を
二
回
謡
う
二
段
グ
セ
だ
が
、『
笛
伝
書
残
簡
』
の
記
事
通
り
、
最
初
の
ア
ゲ
ハ
「
相
へ
つ
り
く
の
こ
と

ハ
り
ま
ぬ
」
ま
で
ア
シ
ラ
イ
の
指
示
が
な
い
。
最
初
の
ア
ゲ
ハ
以
降
、
節
の
区
切
り
「
朝
か
ほ
の
光
た
の
ま
れ
す
」
や
二
度
目
の
ア
ゲ
ハ

に
指
示
が
あ
る
の
も
『
笛
伝
書
残
簡
』
の
記
事
通
り
で
あ
る
。

74
〈
高
砂
〉
も
81
〈
当
麻
〉
も
居
グ
セ
で
あ
る
か
ら
第
一
節
末
、
第
二
節
末
、
フ
リ
中
回
シ
の
あ
と
、
な
ど
ア
シ
ラ
イ
を
多
く
吹
い
た

こ
と
に
な
る
が
、
同
じ
居
グ
セ
で
も
、
78
〈
盛
久
〉
は
［
ク
セ
］
末
直
前
、
夢
の
話
の
終
わ
り
を
示
す
「
の
給
ひ
て
、
夢
ハ
即
さ
め
に
け

り
」、
そ
の
直
後
の
［
ク
セ
］
末
以
外
に
ア
シ
ラ
イ
の
指
示
が
な
い
。
古
い
付
で
は
曲
に
よ
っ
て
記
述
に
精
粗
が
あ
る
の
で
、〈
盛
久
〉
は
、

常
と
異
な
る
箇
所
の
み
指
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
75
〈
田
村
〉
は
舞
グ
セ
だ
が
、
居
グ
セ
同
様
吹
く
指
示
が
多
く
、
77
〈
松
風
〉
も

型
の
多
い
ア
ゲ
ハ
以
降
に
ア
シ
ラ
イ
を
多
く
記
し
て
い
る
。『
宗
節
仕
舞
付
』
の
〈
松
風
〉
で
は

「
す
む
か
い
あ
ら
バ
こ
そ
」
と
い
ふ
時
分
よ
り
し
や
う
ぎ
を
た
ち
、
そ
と
た
ち
出
、「
わ
す
れ
が
た
ミ
も
よ
し
な
い
」
と
い
ふ
時
、
持
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た
る
ち
や
う
け
ん
を
さ
つ
と
す
て
候
と
き
、
…　

以
下
略

ア
ゲ
ハ
以
降
に
現
在
と
同
じ
よ
う
な
型
が
確
認
で
き
る
。「
ふ
か
ぬ
か
ま
し
ニ
て
候
」
と
あ
る
の
で
、『
笛
伝
書
残
簡
』
で
は
ア
シ
ラ
イ
を

禁
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
頭
付
に
指
示
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
都
度
臨
機
応
変
に
吹
奏
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ｃ
に
該
当
す
る
の
が
76
〈
田
村
〉
で
あ
る
。『
古
頭
付
』
で
は
第
二
節
末
に
「
爰
ニ
テ
大
夫
ノ
し
ま
い
有
間
、
不
可
吹
」
と
記
し
て
お

り
、『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』
で
は
、
床
几
に
か
け
な
が
ら
両
足
で
拍
子
を
踏
む
型
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
笛
伝
書
残
簡
』
の
記
事

通
り
で
あ
る
。

『
双
笛
集
』
に
は
指
示
が
な
か
っ
た
が
、
ア
ゲ
ハ
後
、
謡
が
ク
リ
音
に
上
行
す
る
と
こ
ろ
で
現
行
と
同
じ
く
「
ヲ
ル
高
音
」
な
ど
高
音

域
の
旋
律
型
を
吹
く
例
も
多
く（〈
田
村
〉〈
松
風
〉〈
当
麻
〉〈
羽
衣
〉〈
殺
生
石
〉〈
夕
顔
〉）、〈
松
風
〉
で
は
二
度
目
に
ク
リ
音
に
上
行
す

る
「
お
も
か
け
に
立
ま
さ
り
。
を
き
ふ
し
」
で
も
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。
徐
々
に
現
行
基
準
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

（
七
）
ロ
ン
ギ

［
ロ
ン
ギ
］
に
つ
い
て
は
、『
双
笛
集
』
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、『
古
頭
付
』
で
は
さ
ら
に
細
か
く
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。
初
句
打

切
あ
と
の
ア
シ
ラ
イ（
表
１
の
27
）は
現
行
に
通
じ
る
が
、
シ
テ
と
地
謡
の
掛
け
合
い
か
ら
地
謡
の
み
に
な
る
地
渡
シ
で
も
ア
シ
ラ
イ
を
吹

い
て
い
た（
同
28
）。
こ
れ
は
後
場
の
［
ロ
ン
ギ
］
も
同
様
で
あ
る（
同
38
）。
28
・
38
は
、
現
行
で
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
。〈
盛
久
〉

87
「
御
し
ん
か
ん
ハ
か
き
り
な
し
」
で
は
、
最
初
の
地
謡
の
末
で
「
ソ
ト
コ
テ
」
を
吹
い
て
い
た
。
こ
れ
も
現
行
で
は
ア
シ
ラ
イ
は
な
い
。

〈
松
風
〉
で
は
汐
汲
み
の
最
後
86
「
し
を
ち
か
な
や
」
で
、「
呂
ノ
コ
テ
一
返
。
イ
カ
ニ
モ
ウ
ツ
ク
シ
ク
フ
ク
ヘ
シ
」
と
な
っ
て
い
る
。
現

行
で
は
「
小
手
不
吹
モ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、『
古
頭
付
』
か
ら
現
行
へ
向
け
て
ア
シ
ラ
イ
を
減
少
さ
せ
る
過
程
が
う
か
が
え
る
。
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三　

拍
子
不
合
の
謡
、
コ
ト
バ
で
の
ア
シ
ラ
イ　

『
古
頭
付
』
で
は
［
ク
セ
］
の
吹
奏
箇
所
に
『
双
笛
集
』
に
通
じ
る
古
態
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
『
古
頭
付
』
を
特
徴
づ
け
る

の
が
、［
問
答
］
や
［
掛
ケ
合
］
な
ど
拍
子
不
合
の
サ
シ
謡
を
含
む
コ
ト
バ
の
部
分
で
低
音
域
の
ア
シ
ラ
イ
を
吹
奏
す
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
は
、『
双
笛
集
』
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。『
双
笛
集
』
や
『
八
帖
本
』『
広
大
本
』
で
は
、
前
シ
テ
登
場
後
の
サ
シ
末（
表
１
の

９
）に
「
呂
を
ゆ
う
〳
〵
と
後
の
う
た
ひ
ま
て
色
々
吹
納
也
」「
呂
」「
真
ノ
呂
一
ツ
吹　

ト
メ
ヲ
色
ヘ
ニ
吹
ク
。
但
六
下
ノ
小
手
ヲ
吹
テ

モ
吉
」、
前
場
の
詞
の
途
中（
同
16
）に
「「
松
も
ろ
と
も
に
こ
の
年
ま
て
」
と
云
に
呂
の
色
を
吹
な
り
」「「
松
も
ろ
と
も
に
、
こ
の
年
ま

で
」
に
呂
の
色
ゑ
」「
小
手
ノ
イ
ロ
エ　

フ
ウ
フ
小
手
」、
後
場（
同
34
）に
「
呂
の
の
た
れ
」「
イ
ロ
エ
ノ
吹
ヤ
ウ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
三
箇
所
の
ア
シ
ラ
イ
は
後
述
す
る
よ
う
に
す
べ
て
現
在
で
も
吹
奏
さ
れ
て
い
る
が（
16
は
一
噌
流
で
は
吹
か
な
い
）、
表
2
の
90
以
降

に
ま
と
め
た
よ
う
に
『
古
頭
付
』
で
は
現
行
で
は
ほ
ぼ
吹
奏
し
な
い
箇
所
で
ア
シ
ラ
イ
の
指
示
が
見
ら
れ
、
し
か
も
か
な
り
体
系
化
し
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
夢
幻
能
の
進
行
に
沿
い
な
が
ら
、
場
面
ご
と
に
検
討
し
よ
う
。

（
一
）
シ
テ
登
場
前
の
ワ
キ
の
コ
ト
バ

〈
松
風
〉
で
ワ
キ
が
ア
イ
に
名
所
に
つ
い
て
尋
ね
る
直
前
の
コ
ト
バ
98
「
人
に
た
つ
ね
は
や
と
お
も
ひ
候
」
に
「
コ
テ
」
と
指
示
が
あ

る
。（

二
）　

前
場
の
シ
テ
登
場
場
面

前
シ
テ
が
登
場
し
て
［
一
セ
イ
］［
サ
シ
］、［
下
ゲ
歌
］［
上
ゲ
歌
］
と
一
連
の
謡
を
謡
う
、［
下
ゲ
歌
］
直
前
の
［
サ
シ
］
末
、〈
高
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砂
〉
90
「
こ
ゝ
ろ
ヲ
と
も
ト
す
か
む
し
ろ
の
、
お
も
ひ
」
で
「
本
の
呂
」、〈
松
風
〉
99
「
お
も
ひ
お
ほ
さ
ぬ
心
か
な
」
で
「
呂
ノ
コ
テ
」、

〈
当
麻
〉
の
111
「
何
に
は
る
〳
〵
と
お
も
ふ
乱
」
で
「
か
つ
ら
ノ
呂
一
返
」
の
指
示
が
あ
る
。
現
在
、〈
高
砂
〉
で
は
「
真
ノ
呂
」
を
吹
く

が
、〈
松
風
〉
や
〈
当
麻
〉
で
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
。
い
ず
れ
も
同
じ
小
段
構
成
だ
が
、
脇
能
だ
け
に
ア
シ
ラ
イ
を
残
し
た
の
だ
ろ

う
。（

三
）　

前
場
の
ワ
キ
・
シ
テ
の
［
問
答
］
や
［
掛
ケ
合
］　

前
シ
テ
登
場
の
段
が
終
わ
り
、
ワ
キ
と
シ
テ
の
［
問
答
］［
掛
ケ
合
］
に
な
る
。
現
在
で
は
原
則
と
し
て
こ
こ
で
ア
シ
ラ
イ
は
吹
奏
し

な
い
。

し
か
し
〈
高
砂
〉
で
は
［
問
答
］
の
途
中
の
シ
テ
の
コ
ト
バ
末
、
91
「
し
る
事
あ
ら
ハ
申
さ
給
へ
」
で
「
コ
テ
ノ
イ
ロ
ヘ
」
を
吹
い
て

い
た
。
こ
の
ア
シ
ラ
イ
は
『
双
笛
集
』
に
は
な
い
。
現
行
謡
で
は
、
こ
の
直
後
の
ワ
キ
の
コ
ト
バ
か
ら
フ
シ
が
つ
く
の
で
一
つ
の
区
切
り

で
あ
る
。
続
く
92
「
相
生
の
ふ
う
〳
〵
と
成
物
を
」
は
シ
テ
・
ツ
レ
が
同
吟
す
る
サ
シ
謡
末
で
、
こ
こ
で
謡
は
下
音
に
下
行
し
、
次
の
ワ

キ
の
謡
「
謂
は
れ
を
聞
け
ば
…
」
は
改
め
て
上
音
か
ら
謡
い
出
す
。
こ
の
シ
テ
・
ツ
レ
謡
で
は
現
在
大
小
鼓
が
「
ツ
ヅ
ケ
」
を
寄
せ
て
打

ち
、
段
落
の
手
「
ヲ
キ
」
を
打
つ
。
横
道
萬
里
雄
は
「
謂
は
れ
を
聞
け
ば
…
」
以
前
を
［
問
答
］、
以
降
を
［
掛
ケ
合
］
と
小
段
を
別
に

し
た
。
91
以
上
に
大
き
な
区
切
り
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
森
田
流
は
こ
こ
で
「
夫
婦
ノ
手
」
を
吹
く
。「
相
生
の
夫
婦
」
と
い
う

詞
章
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
吹
く
、
と
理
解
し
て
い
た
の
だ
が
、
コ
ト
バ
の
意
味
で
は
な
く
区
切
り
を
意
識
し
て
吹
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
で
も
「
ふ
う
〃
小
手
」
と
し
て
「
ひ
や
ろ
る
ひ
や
る
う
い
や
、
ほ
ひ
や
ろ
う
〳
〵
」
と
唱
歌
を
記
し
、
宝
永
時
に

「
ヒ
ヤ
ー
ロ
ー
ル
ー
ヒ
ヤ
ー
ヒ
ウ
ー
イ
ヤ
、
ヒ
ウ
ー
イ
ヤ
。
ヲ
ヒ
ャ
ー
ロ
ー
ウ
ヽ
ヽ
」
と
訂
正
し
た
上
、「
小
手
よ
り
吹
出
」
と
注
記
し
て

い
る
。『
広
大
本
』
で
は
そ
の
後
の
「
し
る
事
～
」
に
「
小
手
」、「
浦
山
を
へ
た
て
て
」（
表
１
の
14
・
15
）に
も
「
色
ヘ
ノ
小
手
」
と
記



37　『古頭付』から読み解く江戸初期以前の一噌流アシライ

し
て
い
る
。

〈
高
砂
〉
以
外
で
は
、
以
下
の
曲
に
ア
シ
ラ
イ
が
見
ら
れ
る
。

100
〈
松
風
〉
で
は
［
掛
ケ
合
］
途
中
の
シ
テ
謡
末
「
秋
な
り
け
り
。
あ
ら
心
す
こ
の
夜
す
」
に
「
呂
ノ
カ
ス
リ
」
を
吹
く
。
こ
の
あ
と

改
め
て
シ
テ
が
上
音
で
「
い
ざ
い
ざ
汐
を
汲
」
も
う
と
謡
う
前
の
区
切
り
で
あ
る
。
112
〈
当
麻
〉
122
〈
夕
顔
〉
で
は
［
問
答
］
途
中
の
シ

テ
の
サ
シ
謡
末
に
、
前
者
は
「
呂
ノ
か
す
り
」
後
者
は
「
コ
テ
ノ
い
ろ
へ
」
を
吹
く
。
と
も
に
シ
テ
謡
が
下
音
に
下
行
し
、
次
の
ワ
キ
謡

は
上
音
か
ら
謡
い
出
す
。
112
は
「
一
心
ふ
乱
に
南
無
あ
み
た
ふ
つ
」
と
宗
教
性
の
強
い
詞
章
に
応
じ
て
ご
く
低
音
の
「
呂
ノ
か
す
り
」
を

吹
い
た
の
で
は
な
い
か
。

呼
掛
で
登
場
し
た
前
シ
テ
の
サ
シ
謡
末
に
「
コ
テ
ノ
イ
ロ
ヘ
」
を
吹
く
の
が
108
〈
源
氏
供
養
〉「
是
迄
あ
ら
ハ
れ
出
た
る
な
り
」、
116

〈
殺
生
石
〉「
も
と
め
た
ま
へ
る
命
か
な
」
で
あ
る
。〈
源
氏
供
養
〉
で
は
謡
は
呂
音
、〈
殺
生
石
〉
で
は
下
音
に
下
行
し
、
と
も
に
次
の
ワ

キ
謡
は
コ
ト
バ
で
始
ま
る
の
で
［
掛
ケ
合
］
途
中
で
の
区
切
り
で
あ
る
。

〈
松
風
〉
の
ワ
キ
が
宿
を
借
り
る
場
面
で
、
ツ
レ
が
101
「
あ
る
し
に
其
由
申
候
ハ
ん
」
と
ワ
キ
に
告
げ
る
句
、
シ
テ
の
返
答
102
「（
お
宿

は
）叶
ふ
ま
し
き
由
申
候
へ
」、
宿
を
貸
す
と
決
め
て
103
「
お
と
ま
り
あ
れ
と
申
候
へ
」
と
ツ
レ
が
ワ
キ
に
告
げ
る
句
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
シ
ラ

イ
の
指
示
が
あ
り
、
セ
リ
フ
が
一
段
落
つ
く
と
こ
ろ
で
い
ち
い
ち
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。
101
に
は
「
立
マ
ハ
ル
度
ニ
口
伝
有
」
と
注

記
も
あ
り
、
ツ
レ
が
応
対
の
た
び
に
向
き
を
変
え
る
の
に
あ
わ
せ
て
ア
シ
ラ
イ
を
調
整
し
た
様
子
も
伺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
細
か
い
指
示

は
ほ
か
の
曲
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
宿
を
借
り
る
［
問
答
］
は
〈
八
島
〉
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。〈
松
風
〉
以
外
で
も
、
同
じ
設
定
の
曲

に
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
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（
四
）
平
ノ
リ
謡
前
の
ア
シ
ラ
イ

平
ノ
リ
謡
直
前
の
サ
シ
謡
や
コ
ト
バ
で
ア
シ
ラ
イ
を
吹
く
例
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
た
。
平
ノ
リ
の
小
段
は
前
場
・
後
場
を
通
し
て
見

ら
れ
る
が
、
ア
シ
ラ
イ
の
指
示
は
主
と
し
て
前
場
な
の
で
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。

〈
田
村
〉
の
初
同
直
前
96
「
あ
り
し
ハ
是
坂
ノ
上
の
」、〈
松
風
〉
の
［
下
ゲ
歌
］
直
前
104
「
又
い
つ
の
世
の
お
と
つ
れ
を
」、〈
羽
衣
〉

の
［
下
ゲ
歌
］
直
前
の
［
下
ノ
詠
］
末
110
「
行
ゑ
し
ら
す
も
」、〈
当
麻
〉
の
初
同
直
前
113
「
ひ
さ
く
ら
の
」、〈
夕
顔
〉
の
ワ
キ
の
登
場
の

サ
シ
末
119
「
花
む
ら
さ
き
の
野
お
分
て
」、〈
経
政
〉
の
初
同
前
126
「
在
か
た
さ
よ
」
に
「
ソ
ト
イ
ロ
ヘ
」、〈
盛
久
〉
道
行
の
［
下
ゲ
歌
］

前
106
「
い
つ
帰
る
へ
き
旅
な
ら
ん
」
に
「
呂
ノ
コ
テ
」
と
指
示
が
あ
る
。

（
五
）
後
シ
テ
登
場
の
サ
シ

後
シ
テ
登
場
の
段
で
は
、
サ
シ
謡
末
の
93
〈
高
砂
〉「
夜
ノ
ツ
ヽ
ミ
の
拍
子
を
そ
ろ
へ
」
に
「
呂
ノ
の
た
れ
」
の
指
示
が
あ
る
。
こ
れ

は
現
行
と
同
じ
で
、〈
高
砂
〉
だ
け
の
特
徴
で
あ
る
。『
八
帖
本
』
で
は
「「
夜
の
鼓
の
拍
子
を
揃
へ
て
」
と
云
所
に
て
、
鼓
、
地
頭
に
習

ひ
あ
り
。
笛
の
吹
き
や
う
あ
り
」
と
記
述
が
あ
る
。
現
在
、
大
小
鼓
は
地
頭
を
打
た
な
い
が
、
か
つ
て
は
打
楽
器
の
手
に
あ
わ
せ
て
ア
シ

ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。〈
当
麻
〉
も
、
後
場
の
サ
シ
謡
末
114
「
ほ
つ
し
ん
き
や
く
来
の
ほ
う
ミ
を
」
に
「
呂
ノ
の

た
れ
」
の
指
示
が
あ
る
。〈
高
砂
〉
も
〈
当
麻
〉
も
サ
シ
謡
の
あ
と
高
音
域
の
謡
に
な
る
。
同
じ
小
段
構
成
な
の
で
同
じ
旋
律
型
を
吹
い

た
の
だ
ろ
う
が
、
現
在
、〈
当
麻
〉
で
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
。
こ
れ
も
脇
能
で
あ
る
〈
高
砂
〉
だ
け
に
ア
シ
ラ
イ
を
残
し
た
の
だ
ろ

う
。『
広
大
本
』
で
は
、〈
高
砂
〉
後
場
の
「
し
や
う
こ
ん
に
よ
つ
て
こ
し
を
す
れ
ハ
」、「
千
年
の
み
と
り
」（
表
１
の
35
・
36
）で
も
ア
シ

ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。
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（
六
）
後
場
の
［
掛
ケ
合
］

97
〈
田
村
〉「
観
音
お
う
こ
の
結
縁
な
る
」、
123
〈
夕
顔
〉「
あ
と
能
と
む
ら
ひ
給
へ
と
よ
」
に
「
中
ノ
た
か
ね
」
と
指
示
が
あ
る
。
謡

は
下
音
に
下
行
し
、
次
の
ワ
キ
謡
は
上
音
か
ら
謡
い
出
す
。
前
場
の
［
掛
ケ
合
］
で
は
低
音
域
の
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た（
表
２
の

91
・
92
・
101
～
103
・
108
・
112
・
113
・
119
な
ど
）が
、
場
面
も
高
揚
し
た
後
場
で
は
中
音
域
の
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

〈
源
氏
供
養
〉
の
シ
テ
謡
末
109
「
な
の
ら
す
と
し
ろ
し
め
さ
れ
よ
や
」
で
は
「
コ
テ
ノ
い
ろ
へ
」、
124
〈
夕
顔
〉「
さ
も
物
す
こ
き
思
ひ
た

ま
ハ
し
」
は
ワ
キ
謡
末
だ
が
、「
そ
と
い
ろ
へ
」
と
低
音
域
の
指
示
が
あ
る
。

（
七
）
そ
の
他

〈
夕
顔
〉
前
シ
テ
登
場
の
［
下
ノ
詠
］
末
121
「
か
け
や
た
ゑ
な
ん
」
に
「
コ
テ
ノ
い
ろ
へ
」
の
指
示
が
あ
る
。『
古
頭
付
』
に
は
同
じ
設

定
を
も
つ
曲
が
な
い
の
で
、
こ
れ
が
定
型
に
な
っ
て
い
た
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。

一
噌
流
で
は
現
在
、〈
高
砂
〉
前
シ
テ
の
中
入
り
に
「
大
ユ
リ
」
を
吹
く
が
、『
双
笛
集
』
や
『
古
頭
付
』
に
も
こ
の
指
示
は
あ
っ
た

（
表
１
の
29
・
表
２
の
84
）。『
古
頭
付
』
で
は
〈
張
良
〉
に
も
27
「
六
ノ
下
一
返
。
か
た
ひ
し
キ
ニ
テ
は
や
ツ
ヽ
ミ
有
。
其
内
大
ゆ
り
吹

也
。
ノ
チ
は
ね
テ
一
ツ
」
と
あ
り
、〔
早
鼓
〕
を
吹
く
中
で
「
大
ユ
リ
」
の
指
示
が
あ
っ
た
。
ま
た
、〈
当
麻
〉
の
115
「
せ
っ
し
ゅ
ふ
捨
」

に
も
「
大
ユ
リ
」
と
あ
る
。〈
当
麻
〉
は
後
場
の
ノ
リ
地
途
中
、
ノ
リ
を
ハ
ズ
し
て
謡
う
特
殊
な
句
で
、
そ
の
あ
と
シ
テ
謡
に
な
る
区
切

り
だ
が
、
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
矢
野
一
宇
聞
書
』
で
は
〈
実
盛
〉
後
場
の
［
上
ゲ
歌
］
末
「『
ナ
ト
カ
ハ
イ
タ
ラ
サ
ル

ヘ
キ
〳
〵
』、
コ
ヽ
ニ
テ
大
ユ
リ
遊
候
」
と
、
あ
る
。〈
当
麻
〉
に
通
じ
る
宗
教
性
の
高
い
場
面
で
あ
る
。『
古
頭
付
』
で
は
祈
禱
を
す
る

117
〈
殺
生
石
〉
の
後
場
、「
木
石
心
な
し
」
で
も
〔
ノ
ッ
ト
〕
に
あ
わ
せ
て
「
大
ユ
リ
」
を
吹
い
て
い
る
。『
矢
野
一
宇
聞
書
』
に
は
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一
、
か
な
ハ
。
ノ
ッ
ト
ノ
内
、
笛
大
ユ
リ
ヲ
一
返
吹
。
ヒ
ヤ
ウ
ラ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ラ
ラ
ウ
ラ
ヒ
ウ
イ
ヤ
ウ　

ヒ
ヤ
ラ
ウ
ル
リ
。
後
ハ

出
ハ
ト
メ
ニ
ト
メ
候
。
コ
ヘ
イ
ヲ
以
テ
種
々
ヲ
云
内
ニ
、
此
ユ
リ
ヲ
吹
。

と
記
事
が
あ
り
、
現
在
で
も
〈
鉄
輪
〉
や
〈
殺
生
石
〉
な
ど
の
〔
ノ
ッ
ト
〕
に
あ
わ
せ
て
笛
は
「
ノ
ッ
ト
」
を
吹
く
。「
ノ
ッ
ト
」
の
旋

律
は
大
ユ
リ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
一
噌
流
笛
唱
歌
付
』
で
は
「
中
入
之
笛
大
ユ
リ
ノ
事
也
」
と
し
て
「
ひ
や
ら

〳
〵
〳
〵
〳
〵
る
ら
ゝ
ひ
う
い
や
、
ひ
や
り
う
ひ
う
ら
る
い
や
、
ほ
ひ
や
ろ
う
〳
〵
」
を
記
し
、
宝
永
時
に
「
ヒ
ヤ
ー
ウ
ラ
ー
ウ

〳
〵
〳
〵
ラ
ウ
ー
ラ
ー
ウ
ラ
ー
ヒ
ウ
ー
イ
ヤ
。
ヒ
ヤ
ー
リ
ー
ウ
ヒ
ー
ウ
ラ
ー
ル
ー
イ
ヤ
、
ヲ
ヒ
ャ
ー
ロ
ー
ウ
ヽ
ヽ
」
と
加
筆
し
て
い
る
。

『
矢
野
一
宇
聞
書
』10
で
は
［
ノ
ッ
ト
］
以
外
に
［
文
］
や
［
ク
ド
キ
］
の
中
で
の
ア
シ
ラ
イ
に
も
言
及
し
て
い
た
。

一
、
文
之
内
ニ
テ
吹
手
。
呂
律
ノ
呂
、
又
ハ
完
ノ
小
手
吹
也
。
文
之
内
ニ
ハ
フ
カ
ヌ
物
也
。
乍
去
、
ク
ト
キ
テ
ヨ
ム
文
ハ
、
少
音
ツ

ル
ヽ
也
。
…　

下
略

一
、
ク
ト
キ
ノ
内
ニ
吹
手
ハ
、
呂
干
ノ
小
手
、
又
ハ
呂
律
ノ
小
手
也
。
又
ハ
呂
ナ
リ
。
時
〳
〵
ヲ
ト
ツ
ル
ヽ
ナ
リ
。
ク
ツ
カ
ム
リ
ノ

笛
ア
リ
。

『
古
頭
付
』
に
は
該
当
す
る
小
段
は
な
か
っ
た
が
、
散
逸
し
た
曲
が
残
っ
て
い
れ
ば
さ
ら
に
多
様
な
ア
シ
ラ
イ
を
確
認
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
古
頭
付
』
で
は
能
の
構
造
に
沿
い
な
が
ら
体
系
的
に
コ
ト
バ
や
［
掛
ケ
合
］
途
中
で
の
ア
シ
ラ
イ
を
吹
い
て
い
た
。

低
音
域
の
旋
律
型
を
選
ん
だ
の
は
、
多
く
の
例
で
謡
も
低
音
域
に
下
行
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。。

『
矢
野
一
宇
聞
書
』
の
〈
三
井
寺
〉
で
は
「『
日
本
一
ノ
御
着
』
ト
狂
言
云
時
、
又
コ
テ
呂
遊
候
」
と
、
後
シ
テ
登
場
前
に
ア
イ
が
ア
シ

ラ
ウ
場
面
で
も
笛
が
吹
い
た
こ
と
が
見
え
る
。〈
盛
久
〉
で
は
107
「
其
由
を
申
候
へ
。
畏
て
候
」
で
「
し
か
〳
〵
ア
シ
ラ
イ
無
之
候
」
と

記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
ア
シ
ラ
イ
を
吹
か
な
い
、
と
注
記
を
し
な
け
れ
ば
う
っ
か
り
吹
い
て
し
ま
う
ほ
ど
ア
イ
と
の
応
対
場
面
で
の
ア

シ
ラ
イ
も
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
で
吹
い
て
い
た
ア
シ
ラ
イ
は
脇
能
の
み
に
限
定
し
、〈
高
砂
〉
の
「
ノ
タ
レ
」（
表
２
の
93
）や
〈
松
風
〉
の

狂
乱
場
面
で
の
「
呂
ノ
コ
テ
」（
表
２
の
105
）な
ど
効
果
の
高
い
も
の
だ
け
を
残
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

終
わ
り
に

以
上
で
、『
古
頭
付
』
の
検
討
を
終
え
る
。〈
熊
野
〉
は
断
片
の
み
だ
っ
た
の
で
除
外
し
、
検
討
し
た
の
は
十
二
曲
で
あ
る
。
小
段
ご
と

に
結
論
を
記
し
た
の
で
、
再
び
総
括
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
か
つ
て
曲
趣
に
応
じ
て
豊
か
に
ア
シ
ラ
イ
が
奏
で
ら
れ
、
吹
奏
に
は

一
定
の
統
一
し
た
基
準
が
み
ら
れ
た
。
料
紙
を
重
ね
た
だ
け
の
整
わ
ぬ
体
裁
で
あ
っ
た
が
、
統
一
性
を
備
え
た
頭
付
ケ
だ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
散
逸
が
惜
し
ま
れ
る
。

小
段
の
形
式
を
意
識
し
て
吹
奏
し
て
い
た
笛
が
な
ぜ
［
ク
セ
］
に
限
っ
て
音
高
の
推
移
と
い
う
新
た
な
基
準
で
ア
シ
ラ
ウ
よ
う
に
な
っ

た
の
か
、
そ
の
解
明
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ア
ゲ
ハ
後
の
ク
リ
音
に
関
し
て
は
『
古
頭
付
』
に
萌
芽
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
基
準
が

［
ク
セ
］
全
体
に
及
ぶ
の
は
い
つ
頃
な
の
か
、
さ
ら
な
る
検
討
を
重
ね
た
い
。
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【
注
】

1　

引
用
は
『
世
阿
弥
・
禅
竹
』（
日
本
思
想
大
系
24　

岩
波
書
店　

一
九
七
四
）に
よ
る
。

2　

共
同
で
『
古
頭
付
』
を
読
み
進
め
た
の
は
、
森
田
都
紀
、
山
中
玲
子
、
中
司
由
起
子
、
深
澤
希
望
の
四
氏
で
あ
る
。『
古
頭
付
』
の
翻
刻
は
、

共
同
研
究
に
よ
っ
て
い
る
。

3　

竹
本
幹
夫
「
由
良
家
蔵
能
笛
手
付
『
番
笛
集
』
解
題
と
翻
刻
」（
一
）（
二
）『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
十
八
・
二
十
九
集
』

一
九
八
六
・
一
九
八
七
年

4　

山
中
玲
子
「
天
文
二
年
中
村
七
郎
左
衛
門
長
親
奥
書
笛
伝
書
─
翻
刻
と
解
題
」『
能　

研
究
と
評
論
』
13（
月
曜
会　

一
九
八
五
）

5　

内
題
は
ナ
シ
。
外
題
は
「
宝
永
二
年
／
唱
歌
附
之
内
」。
共
表
紙
で
墨
付
三
三
丁
。
安
田
文
庫
蔵
。

6　

三
宅
晶
子
「
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
笛
伝
書
抜
書
』
─
解
題
と
翻
刻
─
」『
能　

研
究
と
評
論
』
13（
月
曜
会　

一
九
八
五
）

7　

能
楽
資
料
叢
書
６
『
近
世
諸
藩　

能
役
者
由
緒
書
集
成（
中
）』（
宮
本
圭
造
編　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
発
行　

二
〇
二
一
）に
系
図
が
翻
刻
さ

れ
て
い
る
。

8　

引
用
は
『
古
代
中
世
芸
術
論
』（
日
本
思
想
大
系
23　

岩
波
書
店　

一
九
七
三
）に
よ
る
。

9　
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題　

中
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編　

一
九
九
八
）で
は
「
笛
彦
兵
衛
か
ら
相
伝
さ
れ
て
い
た
伝
書
を
天
文
十
七

年（
一
五
四
八
）に
千
野
親
久
が
転
写
し
て
牛
尾
小
五
郎
に
与
え
た
の
が
本
巻
で
、
そ
れ
を
慶
長
二
年
に
牛
尾
玄
笛（
若
名
小
五
郎
）か
ら
宍
戸
善

兵
衛
に
譲
っ
た
こ
と
を
示
す
…
中
略
…
天
文
の
書
写
と
考
え
て
い
い
写
本
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

10　
「
囃
子
の
は
た
ら
き
」『
能
の
囃
子
と
演
出
』（
音
楽
之
友
社　

二
〇
〇
三
）で
、
す
で
に
言
及
し
た
。





44

表１　〈高砂〉の『古頭付』比較

詞　　章 吹奏箇所 古   頭   付
鴻山文庫蔵『双笛集』「脇
能之次第之事」由良家歴代
奥書本の異同は（　）内に

八帖本花伝書第七巻 広大本宮増伝書笛ノ本 現行一噌頭付

1 日も行末そ久しき ［次第］末 中の高ね。いかにも祝言ニふき納也

ちうのたかね又吹返して一
ツ（ゆう／＼とゆり。又中
の高音跡をいろえても吹へ
し。但中の高音吹候ハヾ道
行に吹やうあり）

名乗の笛 昔ヨリ書物ニハ爰ニテ
吹てなし 中丿高音

2 はる／＼のみやこちを、／＼ 道行・初句あとの打切 高ね一ツ吹。又中のたかね一ツも吹
なり。 中高音 吹く手あり。高音の調子

吹く手あり。高音の調子 中ノ高音一返 高音

3 いくかきぬらん跡すゑの 道行・第一節末の打切 中のたかね返て一ツ吹 高音 笛あり。甲の調子 ナシ 中ノ高音

4 高砂の浦に着にけり／＼ 道行・末 六ノ下。いかにもゆふ／＼と吹へし 六下色々吹
笛いかにも強々と吹く手
あり。六ノ下を悠々と祝
言に吹くべし

六下一返せりふまて 六ノ下

5 くわしく尋はやと存候 着セリフ末 ひしき。一セイ ゆう／＼と吹合る ナシ ヒシギ有。位カロシ。
一声五段ノ一声有。 日吉真ノ一声

6 尾上のかねもひゝくなり ［一セイ］一ノ句 呂ノカスリ一ツフクナリ 下無調より吹呂なり 下無調より出で、色ゑ有 呂ノカスリ吹カクヘシ 呂ノ吹上

7 なミハかすミのいそかくれ ［一セイ］二ノ句末 タカネ一ツ ナシ ナシ 高音一つ 高音

8 おとこそしほのミちひなれ ［一セイ］末 中ノタカネ一ツ。又吹き返すノチイ
ロヱテ 中高音一ツ又吹返す 中の高音、吹返す。 中ノ高音吹返ス 中ノ高音あと吹

返　小手 ･ 呂

9 こゝろヲともトすかむしろ
の、おもひ ［サシ］末 本ノ呂。又のちイロエテ 呂をゆう〳〵と後のうたひ

まて色々吹納也 吹きやう有。呂なり。
真ノ呂一ツ吹　トメヲ
色ヘニ吹ク。但六ノ下
ノ小手ヲ吹テモ吉

真ノ呂

10 ［下ゲ歌］末 ナシ
木陰のちりをかかうよう 
〳〵又初中返て吹（呂の小
手跡をかへして吹なり）

「木陰の塵をかこふよ」
というに、初、中の呂を
返して吹くなり

ナシ 小手

11 ところハたかさこの／＼ ［上歌］初句あとの打切 中ノタカネ一ツ ナシ 甲の色ゑ 中ノ高音一ツ 高音

12 なるまていのちなからへて ［上歌］第一節末の打切 たかね一ツ 中高音一ツ 甲より吹く手あり。 高音一ツ 中ノ高音

13 それも久しき名所かな／＼ ［上歌］末 六ノ下一返 高音一ツ吹て六下へ納也　
わき詞いひ出すまて吹也

中より吹く手あり、六下
の手あり 六ノ下一返 小手

14 しる事あらハ申さ給へ ［問答］シテのセリフ末 コテノイロヘ ナシ ナシ 小手有 ナシ

15 「浦山をへたてて」爰
ニモ色ヘノ小手有。 ナシ

16 相生のふう／＼と成物お ［掛ケ合］直前 「フウ／＼」コテノフキヤウアリ
「松もろともにこの年まて」
と云に、呂の色を吹く也

（小手あり、習なり）

「松もろともに、この年
まで」に呂の色ゑ

小手ノイロエアリ。フ
ウフ小手ト是ヲ云ナ
リ。

ナシ

17 しかいなミしつかにて ［上歌］初句あと 爰にて不吹候 吹くへからす 一切吹べからず 爰くり不可吹。 ナシ

18 枩こそ目出たかりけれ ［上歌］第一節末 タカネ一ツ 高ねひしき一ツ 高音よりひしぎかけて吹
く 高音一ツ 中ノ高音
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表１　〈高砂〉の『古頭付』比較

詞　　章 吹奏箇所 古   頭   付
鴻山文庫蔵『双笛集』「脇
能之次第之事」由良家歴代
奥書本の異同は（　）内に

八帖本花伝書第七巻 広大本宮増伝書笛ノ本 現行一噌頭付

1 日も行末そ久しき ［次第］末 中の高ね。いかにも祝言ニふき納也

ちうのたかね又吹返して一
ツ（ゆう／＼とゆり。又中
の高音跡をいろえても吹へ
し。但中の高音吹候ハヾ道
行に吹やうあり）

名乗の笛 昔ヨリ書物ニハ爰ニテ
吹てなし 中丿高音

2 はる／＼のみやこちを、／＼ 道行・初句あとの打切 高ね一ツ吹。又中のたかね一ツも吹
なり。 中高音 吹く手あり。高音の調子

吹く手あり。高音の調子 中ノ高音一返 高音

3 いくかきぬらん跡すゑの 道行・第一節末の打切 中のたかね返て一ツ吹 高音 笛あり。甲の調子 ナシ 中ノ高音

4 高砂の浦に着にけり／＼ 道行・末 六ノ下。いかにもゆふ／＼と吹へし 六下色々吹
笛いかにも強々と吹く手
あり。六ノ下を悠々と祝
言に吹くべし

六下一返せりふまて 六ノ下

5 くわしく尋はやと存候 着セリフ末 ひしき。一セイ ゆう／＼と吹合る ナシ ヒシギ有。位カロシ。
一声五段ノ一声有。 日吉真ノ一声

6 尾上のかねもひゝくなり ［一セイ］一ノ句 呂ノカスリ一ツフクナリ 下無調より吹呂なり 下無調より出で、色ゑ有 呂ノカスリ吹カクヘシ 呂ノ吹上

7 なミハかすミのいそかくれ ［一セイ］二ノ句末 タカネ一ツ ナシ ナシ 高音一つ 高音

8 おとこそしほのミちひなれ ［一セイ］末 中ノタカネ一ツ。又吹き返すノチイ
ロヱテ 中高音一ツ又吹返す 中の高音、吹返す。 中ノ高音吹返ス 中ノ高音あと吹

返　小手 ･ 呂

9 こゝろヲともトすかむしろ
の、おもひ ［サシ］末 本ノ呂。又のちイロエテ 呂をゆう〳〵と後のうたひ

まて色々吹納也 吹きやう有。呂なり。
真ノ呂一ツ吹　トメヲ
色ヘニ吹ク。但六ノ下
ノ小手ヲ吹テモ吉

真ノ呂

10 ［下ゲ歌］末 ナシ
木陰のちりをかかうよう 
〳〵又初中返て吹（呂の小
手跡をかへして吹なり）

「木陰の塵をかこふよ」
というに、初、中の呂を
返して吹くなり

ナシ 小手

11 ところハたかさこの／＼ ［上歌］初句あとの打切 中ノタカネ一ツ ナシ 甲の色ゑ 中ノ高音一ツ 高音

12 なるまていのちなからへて ［上歌］第一節末の打切 たかね一ツ 中高音一ツ 甲より吹く手あり。 高音一ツ 中ノ高音

13 それも久しき名所かな／＼ ［上歌］末 六ノ下一返 高音一ツ吹て六下へ納也　
わき詞いひ出すまて吹也

中より吹く手あり、六下
の手あり 六ノ下一返 小手

14 しる事あらハ申さ給へ ［問答］シテのセリフ末 コテノイロヘ ナシ ナシ 小手有 ナシ

15 「浦山をへたてて」爰
ニモ色ヘノ小手有。 ナシ

16 相生のふう／＼と成物お ［掛ケ合］直前 「フウ／＼」コテノフキヤウアリ
「松もろともにこの年まて」
と云に、呂の色を吹く也

（小手あり、習なり）

「松もろともに、この年
まで」に呂の色ゑ

小手ノイロエアリ。フ
ウフ小手ト是ヲ云ナ
リ。

ナシ

17 しかいなミしつかにて ［上歌］初句あと 爰にて不吹候 吹くへからす 一切吹べからず 爰くり不可吹。 ナシ

18 枩こそ目出たかりけれ ［上歌］第一節末 タカネ一ツ 高ねひしき一ツ 高音よりひしぎかけて吹
く 高音一ツ 中ノ高音
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19 すめるたミとて ［上歌］末 タカね一ツ。ハネテ一ツ 高ね一ツ吹納なり 甲の高音 はね手一ツ 高音

20 猶々松の目出度いわれ御物語
候へ ［クリ］直前 本ノ音取・ヲルタカネ

本の音とりをゆう／＼と
吹。同此うち大鼓よりかし
らを打いたし、くりの内に
て中の高音にて吹候てま
ち。

笛くりあげ、音取を吹
く。中の高音まで吹く。 本ノネトリ一返 真ノクリ

21 なんし花はしめてひらく ［クリ］末 下ノ上ノゆり、うたイノゆりト合候
ヤウニ吹アハスヘシ

高ねにて吹候て、次のゆり
をうたひのゆりに合候やう
ニ可吹也

ゆる笛の手あり。 ユリヲ可吹シ ユリ

22 いきとしいける物ことに。し
きしまの ［サシ］末 カンノ六ノ下一返。クせマイノウチ

マテフクヘシ。 六下を曲舞まてゆう／＼と 六下悠々と カンノ六下一返　曲舞
ノ内まて吹カケテ 真ノ六丿下

23 ミな和歌ノすかたならすや ［クセ］第一節末 中ノタカネ一ツ 中高音一ツ吹てさうの六下
へ吹へし。 ナシ 中ノ高音一ツ ナシ

24 はんミんこれをしやうくわん
す ［クセ］第二節末 タヽリウロ 同手なり（おなしく手あ

り） 笛吹きやう 小手有 ナシ

25 立よるかけの朝夕に
［クセ］アゲハあと、謡
がフリ中回シ、大小鼓が
頭組を打つ

タカネノひしき一ツ。又はねて一
ツ。 高音ひしき一ツ。 甲より吹く手 ナシ ナシ

26 たとへなりけり。ときハ木の
中にも名ハたかさこの ［クセ］末 中ノタカネ一ツフクヘシ。たかね一

ツ。又はねて一ツ
中高音さうの六下へ吹へ
し。 中の甲、六下 高音一ツはね手一ツ 「 相 生 の 松 ぞ 」

に小手

27 けに名をゑたる松かへの ［ロンギ］初句あとの打
切 タカネノひしき一ツ。 ナシ ナシ 高音ノヒシキ一ツ　 高音

28 かしこきよとて。つちも木も ［ロンギ］地渡シ はねて一ツ ナシ ナシ 高音一ツ ナシ

29 あまの小舟にうちのりて ［ロンギ］末 たかネノひしき一ツ。又ハネテ一ツ
高音のひしき一ツ又はねて
一ツ、さうの六下へ吹へ
し。

高音のひしぎ、一つ吹き
かけ。

はね手一ツ（住吉に先
行て） ナシ

30 沖ノ方に出にけりや／＼ ［ロンギ］末　中入前 大ゆり吹也、大夫かくやへ入間吹ヘ
シ

ゆう／＼とゆりを可吹様。
狂言いてさる間ハねとりを
吹也。

吹様あり
高音ノヒシキ一ツ　太
夫カクヤエ入ヲ見テ大
ユリ一返吹テ納ルナリ

送り大ユリ

31 アイ語リ ナシ

狂言物語すき、時分を見つ
くろひ候て、そつと音とり
にて、さてあひのうたひを
うたはせ候やうに可吹也。

大臣殿、狂言に言葉をか
はし給ふ時、笛、吹きや
うあり。（中略）脇に調
子を知らせんが為に、間
過ぎ時分に音取を吹く
也。

狂言あいを云納時分ニ
吹手有 ナシ

32 この浦舟にほゝあけて／＼ 待謡・初句あとの打切 タカネノひしき、はねて一ツ 高音のひしき一ツ。 高音ひしぎ 高音ヒシキ一ツ 高音

33 はや住ノ江に着にけり／＼ 待謡末・〔出端〕直前 ひしきにてテハフクナリ はねて一ツ六下と吹、ひつ
と可吹。

はね手一つ　…　やがて
ひしぐ 出はヒシク太こ有 付テ日吉出端

34 夜ノツヽミの拍子をそろへ 後場［サシ］ 呂ノのタレ 呂ののたれ
吹きやうあり「すゞしめ
給へ」と云所にて笛、呂
ののたれ吹く

イロエノ吹ヤウ有 ノタレ

35 しやうこんによつてこしをす
れハ 後場［一セイ崩シ］ タカネノハネテ一ツ ナシ ナシ 「たまもかるなる岸陰

の」爰ニはね手一ツ ナシ
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19 すめるたミとて ［上歌］末 タカね一ツ。ハネテ一ツ 高ね一ツ吹納なり 甲の高音 はね手一ツ 高音

20 猶々松の目出度いわれ御物語
候へ ［クリ］直前 本ノ音取・ヲルタカネ

本の音とりをゆう／＼と
吹。同此うち大鼓よりかし
らを打いたし、くりの内に
て中の高音にて吹候てま
ち。

笛くりあげ、音取を吹
く。中の高音まで吹く。 本ノネトリ一返 真ノクリ

21 なんし花はしめてひらく ［クリ］末 下ノ上ノゆり、うたイノゆりト合候
ヤウニ吹アハスヘシ

高ねにて吹候て、次のゆり
をうたひのゆりに合候やう
ニ可吹也

ゆる笛の手あり。 ユリヲ可吹シ ユリ

22 いきとしいける物ことに。し
きしまの ［サシ］末 カンノ六ノ下一返。クせマイノウチ

マテフクヘシ。 六下を曲舞まてゆう／＼と 六下悠々と カンノ六下一返　曲舞
ノ内まて吹カケテ 真ノ六丿下

23 ミな和歌ノすかたならすや ［クセ］第一節末 中ノタカネ一ツ 中高音一ツ吹てさうの六下
へ吹へし。 ナシ 中ノ高音一ツ ナシ

24 はんミんこれをしやうくわん
す ［クセ］第二節末 タヽリウロ 同手なり（おなしく手あ

り） 笛吹きやう 小手有 ナシ

25 立よるかけの朝夕に
［クセ］アゲハあと、謡
がフリ中回シ、大小鼓が
頭組を打つ

タカネノひしき一ツ。又はねて一
ツ。 高音ひしき一ツ。 甲より吹く手 ナシ ナシ

26 たとへなりけり。ときハ木の
中にも名ハたかさこの ［クセ］末 中ノタカネ一ツフクヘシ。たかね一

ツ。又はねて一ツ
中高音さうの六下へ吹へ
し。 中の甲、六下 高音一ツはね手一ツ 「 相 生 の 松 ぞ 」

に小手

27 けに名をゑたる松かへの ［ロンギ］初句あとの打
切 タカネノひしき一ツ。 ナシ ナシ 高音ノヒシキ一ツ　 高音

28 かしこきよとて。つちも木も ［ロンギ］地渡シ はねて一ツ ナシ ナシ 高音一ツ ナシ

29 あまの小舟にうちのりて ［ロンギ］末 たかネノひしき一ツ。又ハネテ一ツ
高音のひしき一ツ又はねて
一ツ、さうの六下へ吹へ
し。

高音のひしぎ、一つ吹き
かけ。

はね手一ツ（住吉に先
行て） ナシ

30 沖ノ方に出にけりや／＼ ［ロンギ］末　中入前 大ゆり吹也、大夫かくやへ入間吹ヘ
シ

ゆう／＼とゆりを可吹様。
狂言いてさる間ハねとりを
吹也。

吹様あり
高音ノヒシキ一ツ　太
夫カクヤエ入ヲ見テ大
ユリ一返吹テ納ルナリ

送り大ユリ

31 アイ語リ ナシ

狂言物語すき、時分を見つ
くろひ候て、そつと音とり
にて、さてあひのうたひを
うたはせ候やうに可吹也。

大臣殿、狂言に言葉をか
はし給ふ時、笛、吹きや
うあり。（中略）脇に調
子を知らせんが為に、間
過ぎ時分に音取を吹く
也。

狂言あいを云納時分ニ
吹手有 ナシ

32 この浦舟にほゝあけて／＼ 待謡・初句あとの打切 タカネノひしき、はねて一ツ 高音のひしき一ツ。 高音ひしぎ 高音ヒシキ一ツ 高音

33 はや住ノ江に着にけり／＼ 待謡末・〔出端〕直前 ひしきにてテハフクナリ はねて一ツ六下と吹、ひつ
と可吹。

はね手一つ　…　やがて
ひしぐ 出はヒシク太こ有 付テ日吉出端

34 夜ノツヽミの拍子をそろへ 後場［サシ］ 呂ノのタレ 呂ののたれ
吹きやうあり「すゞしめ
給へ」と云所にて笛、呂
ののたれ吹く

イロエノ吹ヤウ有 ノタレ

35 しやうこんによつてこしをす
れハ 後場［一セイ崩シ］ タカネノハネテ一ツ ナシ ナシ 「たまもかるなる岸陰

の」爰ニはね手一ツ ナシ
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36 千年のみとり 後場［一セイ崩シ］ たかね一ツ ナシ ナシ 「頭ニさせば」爰には
ね手一ツ ナシ

37 二月ノゆき。ころもにおツ 舞 マイ 舞吹出す。以下略 舞は神舞の懸り。急の急
なり。以下略 爰ニテ舞有。 神舞

38 さてはんせいハおミ衣 ［ロンギ］地渡シ タカネノひしキ一ツ ナシ ナシ はね手一ツ ナシ

39 千秋楽ハ民をなて ［ロンギ］末 タカネノひしキ。又ハネて。はねて
一ツ。又吹返す

高ねのひしき、又はね手一
ツ。（高ね、はね手）

高音のひしぎ、はね手一
つ。

はね手一ツ　又吹返シ
テ一ツ ナシ

40 さツ／＼のこゑそたのしむ 
／＼ ［ロンギ］末 笛吹上也。ツヽミの打上ノ拍子をう

けてのひ／＼トひツと／フクヘキ也
笛の吹上也。さてのひ／＼
と、ひつと吹也。

のび／＼と吹き、はね手
吹き納めにひしぎ有。 真ノトメ
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36 千年のみとり 後場［一セイ崩シ］ たかね一ツ ナシ ナシ 「頭ニさせば」爰には
ね手一ツ ナシ

37 二月ノゆき。ころもにおツ 舞 マイ 舞吹出す。以下略 舞は神舞の懸り。急の急
なり。以下略 爰ニテ舞有。 神舞

38 さてはんせいハおミ衣 ［ロンギ］地渡シ タカネノひしキ一ツ ナシ ナシ はね手一ツ ナシ

39 千秋楽ハ民をなて ［ロンギ］末 タカネノひしキ。又ハネて。はねて
一ツ。又吹返す

高ねのひしき、又はね手一
ツ。（高ね、はね手）

高音のひしぎ、はね手一
つ。

はね手一ツ　又吹返シ
テ一ツ ナシ

40 さツ／＼のこゑそたのしむ 
／＼ ［ロンギ］末 笛吹上也。ツヽミの打上ノ拍子をう

けてのひ／＼トひツと／フクヘキ也
笛の吹上也。さてのひ／＼
と、ひつと吹也。

のび／＼と吹き、はね手
吹き納めにひしぎ有。 真ノトメ
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表２

曲 吹奏箇所の詞章 吹奏する旋律型 現行一噌流頭付

［次第］の地取     　　地取に「ソトイロヘ」「呂ノコテ」をアシラウのが古い定型

1 高砂 日も行末そ久しき 脇能でワキ登場の
［次第］

中の高ね。いかにも
祝言ニふき納也 中丿高音

2 田村 九重の春に急かん 脇能以外の登場の
［次第］ ソトイロヘアリ

ナシ

3 松風 月の夜しおをくまふ 脇能以外の登場の
［次第］下掛リのみ 呂ノコテ

4 源氏供養 うつゝに返すよしも
かな

後の［次第］クリ・
サシ・［クセ］の前

地返してコテのいろ
へ

5 当麻 五色にいかてそミぬ
らん

脇能以外の登場の
［次第］ 呂ノコテ

6 殺生石 うき世のたひに出よ 脇能以外の登場の
［次第］ そといろへ有

［ 一セイ］ 　脇能以外でも二ノ句に「タカネ」、［一セイ］末に「中ノタカネ」をアシラっていた

7
高砂

（二ノ句
あり）

尾上のかねもひゝく
なり

前 シ テ・ ツ レ 登 場  
一ノ句

呂ノカスリ一ツフク
ナリ 呂ノ吹上

なミハかすミのいそ
かくれ 二ノ句 タカネ一ツ 高音

おとこそしほのミち
ひなれ ［一セイ］末

中ノタカネ一ツ。又
吹き返すノチイロヱ
テ

中ノ高音あと吹
返　小手 ･ 呂

8
松風

（二ノ句
あり）

うき世にめくるはか
なさよ

前シテ・ツレ登場　
一ノ句末 呂ノカスリ 呂ノ吹上

なミこゝもとや須マ
の浦 二ノ句末 タカネ一ツ 高音

月さへぬらす袂かな ［一セイ］末 中ノたかね一ツ。又
イロヘテ 中ノ高音・小手

9
富士太鼓
（二ノ句

あり）

秋の風よりすさまし
や

［上ゲ歌］前   一ノ
句末 イロヘ在

ナシうてや／＼とせめ
ツヽミ 二ノ句 タカネ一ツ

あらさてこりのなく
ねやな ［一セイ］末 中ノたかね一ツ

10
盛久

（二ノ句
あり）

春なきなこりかな 前シテ登場　一ノ句
末 タカネ一ツ

ナシ
たきつこゝろお人し
らし ［一セイ］末 中ノたかね一ツノチ

イロヘテフク也
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11
源氏供養
（二ノ句

あり）

ミへん姿ハはつかし
や

後シテ登場　［一セ
イ］末 中ノたかね一ツ ナシ

12 田村 じしゆこんけんの花
さかり

前シテ登場　［一セ
イ］末

中ノタカネノチソト
イロヘて ナシ

13 羽衣 浦人さハく波路かな ワキの登場　［一セ
イ］末 中たかね一ツ ナシ

14
当麻

（二ノ句
あり）

すゝしき道ハたのも
しや

前シテ・ツレ登場　
［一セイ］末

中ノ高音一ツのちい
ろへて ナシ

［上ゲ歌］の定型（クリ歌・トリ歌等を含む）　現行と同じ高音・中ノ高音・小手（六ノ下）が
ゆるい定型

15 高砂

はる／＼のみやこち
を、／＼

道行・初句あとの打
切

高ね一ツ吹。又中の
たかね一ツも吹な
り。

高音

いくかきぬらん跡す
ゑの

道行・第一節末の打
切

中のたかね返て一ツ
吹 中ノ高音

高砂の浦に着にけり
／＼ 道行・末 六ノ下。いかにもゆ

ふ／＼と吹へし 六ノ下

16 高砂

ところハたかさこの
／＼ 初句あとの打切 中ノタカネ一ツ 高音

なるまていのちなか
らへて 第一節末の打切 たかね一ツ 中ノ高音

それも久しき名所か
な／＼ ［上ゲ歌］末 六ノ下一返 小手

17 高砂

この浦舟にほゝあけ
て／＼

待謡　初句あとの打
切

タカネノひしきはね
て一ツ 高音

はや住ノ江に着にけ
り／＼ 待謡末 ひしきニてテハフク

ナリ 付テヒシギ

18 高砂

しかいなミしつかに
て 初句あと 爰にて不吹候 ナシ

枩こそ目出たかりけ
れ 第一節末 タカネ一ツ 中ノ高音

すめるたミとて ［上ゲ歌］末 タカね一ツ。ハネテ
一ツ 高音

19

春のそら／＼ 道行・初句あとの打
切 ヲルタカネ一ツ 高音

田村 かすむそなたや音羽
山

道行・第一節末の打
切 中ノタカネ一ツ 中ノ高音

清水寺に着にけり／
＼ 道行・末 六ノ下一返フク也 六丿下
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20 田村

霞もうツもれて／＼ 初句あとの打切 中ノタカネ一ツ 高音

けに九重の春の空 第一節末の打切 ヲルタカネきりテ一
ツ 中ノ高音

時そとミゆるけしき
かな／＼ ［上ゲ歌］末 六ノ下一返 小手

21 田村

なに流たる清水の 
／＼ 初句あとの打切 タカネ一ツ 高音

国土万民おもらさし
の

第一節末（打切はナ
シ）

下無よりタカネへ吹
上コテヘヲトシテ一
返

中丿高音

我らかための観世音 ［上ゲ歌］末 タカネ一ツ。又コテ
へヲトして一返 小手

22 松風

かけはつかしき我す
かた／＼ 初句あとの打切 ヲルタカネキリテ 高音

あまのすて草いたつ
らに。くちまさり行
袂かな／＼」

［上ゲ歌］末 下ノタカネ一ツ。コ
テヘヲトシテ一返

六ノ下（その前
に中ノ高音）

23 松風
帰るかたをなミ／＼ 初句あとの打切 タカネ吹ムスひ一ツ

ゆふ／＼ト吹ヘシ ヒシク高音

ふけ行月こそさやか
なれ ［上ゲ歌］途中 ヲルタカネキリテ一

ツ
下ノ高音　その
あとに小手

24 松風
露も思日ひも乱つゝ 初句あとの打切 ヲルタカネキリテ 高音

かミのたすけも波の
上 ［上ゲ歌］末 タカネ一ツ。コテ一

ツ ナシ

25 張良

こかうの天も明行ハ
／＼

道行・初句あとの打
切 タカネノひシキ一ツ 高音

しらみ渡れる川波
や。かひのと 道行・末 六ノ下一返。イカニ

モツヨク吹也
六ノ下　その前
に中ノ高音

26 張良

待かひもなしや。は
や帰れ／＼ 初句あとの打切 タカネ一ツ 高音

夜ふかくきたられハ
我も又。爰に ［上ゲ歌］・途中

タカネノひシキ一
ツ。又コテ一ツ爰ニ
テイロせス吹也

ナシ

27 張良

思ふ心をミんためと
／＼ 初句あとの打切 中ノタカネ一ツ 高音

いさみをなして帰り
けり／＼

［上ゲ歌］・末　ワキ
中入

六ノ下一返。かたひ
しキニテはやツヽミ
有。 其 内 大 ゆ り 吹
也。 ノ チ は ね テ 一
ツ。

小手　ワキ中入
り早鼓ノ内狂言
シャベリ済、
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28 張良

月もくまなきしんか
うに／＼

［上ゲ歌］・初句後の
打切 タカネノひシキ一ツ 高音

おもふねかひもミツ
しほの

［上ゲ歌］・第一節の
末 中ノタカネ一ツ ナシ

こまを早むるけしき
あり

［上ゲ歌］末・大ベ
シ前

いかにも静なる早
笛。ノチ吹そらす。
又出羽ニも在。大夫
ニとうヘシ

大ベシ

29 張良 くツをはせうより 
／＼

中ノリ地 ･ 初句後の
打切 タカネノハネテ一ツ ヒシク高音

30 富士太鼓

ねられぬまゝにおも
ひたツ／＼

道行・初句あとの打
切 ヲルタカネ一ツ 高音

松のひまより流れハ
／＼

道行・第一節末の打
切 中ノタカネ一ツ 中ノ高音

男山。ミやこにはや
く付にけり／＼ 道行・末 さうの六ノ下一返 六ノ下

31 富士太鼓 すゝむなミたハせき
あへす クリ歌末 ソトコテ 小手　その前に

中ノ高音

32 富士太鼓

かねてよりかく在へ
きと思日ひなは／＼ 初句あとの打切 たかねノ吹むすひ一

ツ 高音

なミたにてもとむへ
き物を今更に 第一節末の打切 下ノタカネ一ツ。コ

テヘヲトシテ一ツ 中ノ高音・小手

神ならぬ身を／うら
ミかこちなけくそ哀
成／＼

［上ゲ歌］末　物着
前

ものき在。しんニフ
クヘシ 真ノ物着

33

行も帰るも別てハ 
／＼ 初句あとの打切 ヲルタカネ一ツ 高音

盛久 せきもりも。今のわ
れをハよもとめし 途中の打切 中ノタカネ一ツ 中ノ高音

みのをいり。あつた 途中の区切り、ただ
し打切はナシ コテノイロヘ 小手　不打切は

不吹

34 盛久

あら在かたの御経や 物着前のトリ歌途中
の打切 中ノタカネ一ツ 中ノ高音

御使度ゝにかさなれ
ハ、めしにしたかひ
盛久ハ

物着前のトリ歌末 タカネノひシキ一
ツ。ハネテ一ツ 六ノ下

35 源氏供養

花の宮こを立出て 
／＼

道行・初句あとの打
切

タカネノ吹むすス一
ツ 高音

白川おもて過行ハ 道行・第一節末の打
切 中ノタカネ一ツ 中ノ高音

にほのうミ。けにお
もしろきけしきかな
／＼

道行・末 さウノ六ノ下返 六ノ下
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36 源氏供養

いろに出るかむらさ
きの〳〵 初句あとの打切 下ノたかねニテイロ

シテ 高音

夕日かけさしてそれ
とも ［上ゲ歌］後半 中ノタカねツキテ又

コテヘヲトシテ 小手

37 源氏供養

とハおもへともあた
し世の〳〵　

待謡・初句あとの打
切 ヲルタカね一ツ 高音

色在花も一時の 待謡・途中打切前 中ノタカねツキテ一
ツ 中ノ高音

38 源氏供養 石山寺のかねノこゑ ［上ゲ歌］途中の打
切

中ノたかねつきて一
ツ 中ノ高音

39 羽衣

うき波たつと見て　
〳〵 初句あとの打切 高音のひシキ一ツ 高音

吹ものとけき朝風の 第一節末の打切 中ノたかね一ツ 中ノ高音

つり人おゝき小舟か
な〳〵 ［上ゲ歌］末 六ノ下一返 六ノ下

40

ひんかのなれ〳〵し
　〳〵 初句あとの打切 高音一ツ 高音

羽衣 天路を聞ハなつかし
や 第一節末の打切 中高音　つきテ一ツ 中ノ高音

空に吹まてなつかし
や〳〵 ［上ゲ歌］末 下ノ高音一ツこてへ

ヲトシテ一返 小手

41 当麻

かへりきの路のせき
こゑて〳〵

道行・初句あとの打
切 ヲル高音一ツ 高音

夜昼わかぬこゝちし
て

道行・第一節末の打
切 中ノ高音 中ノ高音

たへまの寺に付にけ
り〳〵 道行・末 さうの六ノ下一返 六ノ下

42 当麻

是そ一こゑの〳〵 初句あとの打切 ヲル高音きりて 高音

よきやうの法ハよも
あらし

第一節末（打切はナ
シ） 中ノ高音つきて 中ノ高音

明れハ出て暮まて ［上ゲ歌］末 下ノ高音一ツ　こて
へヲトシテ一返 小手

43 当麻

かけしはちすの糸桜 初句あとの打切 中ノ高音一ツ 高音

くれなひもたゝ一こ
ゑのさそハんや西吹
秋ノ風ならん〳〵

［上ゲ歌］後半
高音ノ吹むすひ一ツ
　高音一ツコテヘヲ
トシテ一返

中ノ高音・小手

44 殺生石

身ハいつくともさた
めなき／＼

道行・初句あとの打
切 たかねノひしき一ツ 高音

心のおくをしら川の 道行・第一節末の打
切 中ノたかね一ツ 中ノ高音

なすのゝ原に付にけ
り／＼ 道行・末 六ノ下一返 六ノ下
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45 殺生石

なすのゝ原に立石の
／＼ 初句あとの打切 たかね一ツ 高音

又立帰る草の原 第一節末の打切 中ノたかねつきて一
ツ 中ノ高音

ものすこき秋の夕か
な ［上ゲ歌］末 呂ノコテ 小手

46 殺生石

立帰り夜になりて 初句あとの打切 たかね一ツ
ナシ此夜ハあかしともし

火の
［上ゲ歌］途中　節
の区切り たかねノひしき

石にかくれ失にけり
や／＼ ［上ゲ歌］末 コテノあしらい有 小手

47 夕顔

ふしおかミ／＼ 道行・初句あとの打
切 ヲルたかね一ツ 高音

月やあらぬとかこち
ける

道行・第一節末の打
切 中ノたかね一ツ 中ノ高音

尋とひてそくらしけ
る 道行・末 六ノ下一返 六ノ下

48 夕顔

かよふ心のうき空を
／＼ 第一節末の打切 ヲルたかね。きりて

一ツ 高音

むなしきそらにあを
くなり／＼ ［上ゲ歌］末 コテノ吹上一返 小手

49 夕顔

いさゝらハ夜もすか
ら／＼

待謡・初句あとの打
切

たかねノ吹むすひ一
ツ ナシ

とふら
（ マ マ ）

法そ誠なる／
＼ 待謡末 ひしき僧ノ音取ニゆ

り吹也 小手

50 経政

彼せいさんといふひ
わを／＼ 初句あとの打切 をる高音一ツ 高音

こゑもふつしをなし
そへて 第一節末の打切 中ノ高音一ツ 中ノ高音

きせんの道もあまね
しや／＼ ［上ゲ歌］末 下ノ高音一返吹かけ

て 小手

［上ゲ歌］前の［下ゲ歌］

51 田村 神の御庭の雪なれや ［下ゲ歌］末 ソトイロヘ 小手

52 松風

いさやくまふよ／＼ ［下ゲ歌］末 ソトコテ 小手

かけヲくむこそ心あ
れ／＼

［ 上 ゲ 歌 ］ あ と の
［下ゲ歌］末 コテノイロヘ一返 小手

我あととひてたひた
まへ ［下ゲ歌］末 コテノイロヘ 小手
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53 富士太鼓
あかしかねたる夜も
すから ［下ゲ歌］末 コテノイロヘ 小手

かたミそよしなき ［下ゲ歌］末 ソトイロヘ 小手

54 盛久 かわらよツのつし ［下ゲ歌］末 コテイロヘ 小手

55 源氏供養 立こそ水のけふりな
れ〳〵 ［下ゲ歌］末 呂ノコテ 小手

56 羽衣 立つれいさやかよハ
ん　〳〵　 ［下ゲ歌］末 呂ノコテ 小手

57 当麻 迷ふ我かためなれや ［下ゲ歌］末 コテノいろへ 小手

58 夕顔 さハりとなれは今も
猶 ［下ゲ歌］末 呂ノコテ 小手

クリ　　　

59 高砂

猶々松の目出度いわ
れ御物語候へ ［クリ］直前 本ノ音取・ヲルタカ

ネ 真ノクリ

なんし花はしめてひ
らく ［クリ］末

下ノ上ノゆり。うた
イノゆりト合候ヤウ
ニ吹アハスヘシ

ユリ

60 田村 則当寺の仏力なり 名ノリグリ末 ゆり ナシ

61 盛久 大悲の光。いつくふ
たうの所ならん クリ途中 てよりフき上ル。ゆ

りナリ ヲル高音・ユリ

62 源氏供養 槿花一日唯おなし クリ末 下より吹上候ゆり 高音ヲル・ユリ

63 羽衣
空ハかきりもなけれ
ハとて クリ中 高音一ッ ヲル高音

なつけたり クリ末 ゆり ユリ

64 当麻

抑此たへまのまんた
らと申ハ クリ カンのカン一ツいか

にもうつくしく 草ノクリ

右大臣とよ成と申
しゝ人 クリ途中 たかね一ッ　ゆり ヲル高音・ユリ

65 殺生石
御物語候へ クリ直前 かんノカン一ツ 草ノクリ

うへ人たりし身なり
しに クリ末 ゆり 高音ヲル・ユリ

66 夕顔 たれかハかりニも語
伝む クリ末 下無てうゟ吹上ゆり

きりて吹也 ヲル高音・ユリ

クリと［クセ］の間のサシ　　

67 高砂 いきとしいける物こ
とに。しきしまの ［サシ］末

カンノ六ノ下一返。
クせマイノウチマテ
フクヘシ。

真ノ六丿下
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68 田村 いそきそうとにうつ
立たり

［サシ］末

六ノ下一返

呂丿小手

69 源氏供養 幽霊成土正覚 呂ノコテ

70 羽衣 世につたへたる曲と
かや 僧ノ六下一返

71 当麻 三昧のちやうに入給
ふ

僧ノ六ノ下一返うつ
くしく

72 殺生石 たまもの前とそめさ
れける さしの六ノ下一返

73 夕顔 たよりにたてし御車
なり 呂ノコテ一返

［クセ］　　第一節・第二節の末、アゲハ後に謡が中音（フリ中回シ）に下行する句、［クセ］
末でのアシライ

74 高砂

ミな和歌ノすかたな
らすや 第一節末 中ノタカネ一ツ

ナシ

はんミんこれをしや
うくわんす

第 二 節 末（ ア ゲ ハ
前） タヽリウロ

立よるかけの朝夕に
アゲハあと謡がフリ
中回シ、大小鼓が頭
組を打つ

タカネノひしき一
ツ。又はねて一ツ。

たとへなりけり。と
きハ木の中にも名ハ
たかさこの

［クセ］末
中ノタカネ一ツフク
ヘシ。たかね一ツ。
又はねて一ツ

75 田村前

地主権現の花の色も アゲハ前 ソトイロヘ有 ナシ

しめちかはらのさし
も草。我世の アゲハあと、クリ音 ヲルタカネキリテ一

ツ 上ノ高音ヒシグ

ミとりもさすや青柳
の

アゲハ後、謡がフリ
中回シ、

下無ヨリタカネへ吹
上六ノ下ヘマハシテ
一返

ナシ

春もおしなへて。の
とけきかけハ有明
の。天もはなにゑゝ
り

［クセ］末

タカネ一ツコテ一
返。ロンキマテゆふ
／＼ト吹かけへシ。
又タリ不申候ハヽ六
ノ下吹ヘシ。

小手

76 田村後

駒もあしなミやいさ
むらん

第 二 節 末（ ア ゲ ハ
前）

爰ニて大夫ノしまい
有間不可吹。口伝。 ナシ

さきかけんとかつ色
ミせ アゲハあと、クリ音 たかねノひしき一ツ 上ノ高音

すゝかのみそきせし
よゝまても ［クセ］末

六ノ下一返イカニも
ツヨクテイロ不可吹
也

小手
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77 松風

わするゝ隙も有なん
と アゲハの３句前 下ノタカネ一ツ。コ

テ一ツ ナシ

かけてそたのむうな
し世に アゲハあと、クリ音 ヲルタカネ一ツ 上ノ高音

おもかけに立まさ
り。をきふし

２度目にクリ音に上
行

タカネノフキムスひ
一ツ。中ノタカネ一
ツ。又ツキテ

ナシ

ふししツむ事そかな
しき ［クセ］末

能乱舞ともニ不可吹
候。 但 乱 舞 ニ テ ハ
ツヽミ一ツ二ツ程こ
いやいニて呂のこて
少吹へし。能ニてハ
ものき也

小手

78 盛久
の給ひて夢ハ即さめ
にけり ［クセ］末直前 タカネ一ツコテヘヲ

トシテ一返 ナシ

心かきりなし ［クセ］末 コテノイロヘ 小手

79 源氏供養

相へつりくのことハ
りまぬ アゲハあと、クリ音 をるたかねきりテ一

ツ 上ノ高音

朝かほの光たのまれ
す 2 度目のアゲハの前 そといろへ ナシ

つかさくらゐをあ 2 度 目 の ア ゲ ハ あ
と、クリ音

高音ノ吹むすひキリ
てつきて 上高音ヒシグ

ゑこうもすてにをわ
りぬ ［クセ］末 コテノいろへ 小手

80 羽衣

月もくもらぬ日の元
や

第 二 節 末（ ア ゲ ハ
前） そといろへ ナシ

なつともつきぬいわ
をそと アゲハあと、クリ音 高音ノ吹むすひ一ツ 上ノ高音

白雲の袖そたへなる ［クセ］末 コテノイロヘそと 小手

一人の老尼のこつせ
んと来り 第一節末 下ノ高音一ツコテヘ

ヲトシテ ナシ

ちうしやうひめあき
れつゝ

第 二 節 末（ ア ゲ ハ
前） そといろへ ナシ

81 当麻 たつきもしらぬ山中
に アゲハ直後 たかね一ツ又高音ノ

吹むすひ一ツ 上ノ高音

こたへさせ給ひしに
アゲハあと謡がフリ
中回シ、大小鼓が頭
組を打つ

ヲルたかねきりて一
ツ高音一ツコテ一ツ ナシ

正身のミた如来けに アゲハあと謡が再び
フリ中回シ

高音一ツコテヘヲト
シテ ナシ
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82 殺生石

ひとへに月のことな
り

第 二 節 末（ ア ゲ ハ
前） そといろへ ナシ

あへのやすなりうら
なつて アゲハあと、クリ音 たかねノひしき一ツ 上ノ高音

かたむけんと化生し
て

アゲハのかなりあと
､ 謡はクリ音でもフ
リ中回シでもない

高音一ツをるたかね
一ツ ナシ

きへし跡ハこれなり ［クセ］末 そといろへ 小手

83 夕顔

はかなかりけるひお
むしの 第一節末 コテノいろへ ナシ

風にまたたくともし
火の アゲハあと、クリ音 ヲルたかね。きりて

一ツ 上ノ高音

夢にきたりて申とて
あり ［クセ］末 下ノたかね。コテヘ

ヲトシテ一ツ 小手

ロンギ・ノリ地

84 高砂

けに名をゑたる松か
への

［ロンギ］初句あと
の打切 タカネノひしき一ツ 高音

かしこきよとて」。
「つちも木も ［ロンギ］地渡シ はねて一ツ ナシ

あまの小舟にうちの
りて ［ロンギ］末 たかネノひしき一

ツ。又ハネテ一ツ ナシ

沖ノ方に出にけりや
／＼ ［ロンギ］末 大ゆり　大夫かくや

へ入間吹ヘシ 送り　大ユリ

高砂

さてはんせいハおミ
衣

後の［ロンギ］地渡
シ タカネノひしキ一ツ ナシ

千秋楽ハ民をなて ［ロンギ］末
タカネノひしキ。又
ハ ネ て。 は ね て 一
ツ。又吹返す

さツ／＼のこゑそた
のしむ／＼

笛吹上也。ツヽミの
打上ノ拍子をうけて
のひ／＼トひツと／
フクヘキ也

真ノトメ

85 田村

さかのうへの田村た
うの軒もるや

［ロンギ］末　中入
前

タカネ一ツコテヘヲ
トシテ一ツ。 ナシ

内にいらせたまへけ
り

［ロンギ］末　中入
前 六ノ下一返 小手

86 松風 しをちかなや ［ロンギ］末
呂ノコテ一返。イカ
ニモウツクシクフク
ヘシ

小手不吹モ
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87 盛久

はやかまくらに付に
けり／＼ ［ロンギ］末 六ノ下一返 六ノ下ないし小

手

御しんかんハかきり
なし

［ロンギ］最初の地
謡末 ソトコテ ナシ

88 当麻 尼上のたけとハ申な
り老の坂を ロンギ末　中入前

下ノたかね一返中入
まて吹也さしきには
不吹候

小手

89 羽衣 あつまあそひのかす
〳〵に

ノリ地冒頭返シの打
切 高音ノひしき 高音

セリフ・カケ合途中などでのアシライ　　

90

高砂

こゝろヲともトすか
むしろの、おもひ

登場の［下ゲ歌］直
前［サシ］末

本ノ呂。又のちイロ
エテ 真ノ呂

91 しる事あらハ申さ給
へ

［問答］シテのセリ
フ最後 コテノイロヘ

ナシ
92 相生のふう／＼と成

物お
［掛ケ合］直前　シ
テ謡末

「フウ／＼」コテノ
フキヤウアリ

93 夜ノツヽミの拍子を
そろへ

後シテ登場［サシ］
末 呂ノのタレ ノタレ

94 しやうこんによつて
こしをすれハ

後シテ登場［一セイ
崩シ］ タカネノハネテ一ツ

ナシ
95 千年のみとり 後シテ登場［一セイ

崩シ］ たかね一ツ

96
田村

ありしハ是坂ノ上の ［上ゲ歌］（初同）直
前サシ謡末 ソトイロヘ

ナシ
97 観音おうこの結縁な

る
後シテ登場［サシ］
末

中ノタカネイカニも
ツヨク吹也

98

松風

人にたつねはやとお
もひ候 ワキのコトバ末 コテ一ツ

ナシ

99 おもひおほさぬ心か
な

登場の［下ゲ歌］直
前［サシ］末 呂ノコテ

100 秋なりけり。あら心
すこの夜す 掛ケ合前・サシ末 呂ノカスリ

101 あるしに其由申候ハ
ん 会話の区切り 立マハル度ニ口伝

有。コテノイロヘ

102 叶ふましき由申候へ 会話の区切り そトイロヘル也

103 おとまりあれと申候
へ 会話の区切り 呂ノコテ

104 又いつの世のおとつ
れを ［下ゲ歌］直前 ソトイロヘ ナシ

105
またハこんとのこと
のはの。こなたハ忘
れす

カケ合途中 呂ノコテ一ツ。爰ニ
テ心有ヘシ 呂ノ吹上
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106

盛久

いつ帰るへき旅なら
ん

［下ゲ歌］前  サシ
末 呂ノコテ

ナシ
107 其由を申候へ。畏て

候 クリ前 しか／＼アシライ無
之候

108

源氏供養

是迄あらハれ出たる
なり

前［掛ケ合］途中　
シテ謡末 コテノイロへ

ナシ
109 なのらすとしろしめ

されよや
後場の［掛ケ合］　
シテ謡末 コテノいろへ

110 羽衣 行ゑしらすも ［下ゲ歌］直前　下
ノ詠末 そといろへ ナシ

111

当麻

何にはる〳〵とおも
ふ乱

前シテ登場の［下ゲ
歌］直前［サシ］末 かつらノ呂一返

ナシ
112 一心ふ乱に南無あみ

たふつ
［問答］途中のシテ
謡末 呂ノかすり

113 ひさくらの ［上ゲ歌］（初同）直
前サシ謡末 そといろへ

114 ほつしんきやく来の
ほうミを 後シテ登場のサシ末 呂ノのたれ

115 せつしゆふ捨 後場［ノリ地］途中 大ゆり吹様有之 ナシ

116

殺生石

もとめたまへる命か
な

前［掛ケ合］途中　
シテ謡末 コテノいろへ在 ナシ

117 木石心なし 小鼓ノット　ワキ謡 大ゆり ノ ッ ト（ 大 ユ
リ）

118 あらわれ出たるおそ
ろしや 後シテ登場 大ゆり少吹也

119

夕顔

花むらさきの野お分
て 道行直前のサシ謡末 そといろへ

ナシ

120 しハらくやすらい尋
はやとおもひ候 着キゼリフ末 下ノたかね一返。口

伝

121 かけやたゑなん シ テ 登 場 歌［ 下 ノ
詠］末 コテノいろへ

122 かハらのいんと御覧
せよ

［問答］途中のシテ
謡末 コテノいろへ

123 あと能とむらひ給へ
とよ

後場の［掛ケ合］　
シテ謡末 中ノたかね一ツ

124 さも物すこき思ひた
まハし

後場のカケ合でワキ
謡の末 そといろへ

125 しるへにて 〔序ノ舞〕前一セイ
謡の区切り たかね一ツ

126 経政 在かたさよ ［上ゲ歌］（初同）直
前サシ謡末 そといろへ ナシ


